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序

本調査報告啓は、佐賀県教育委貝会が独立行政法人鉄道建設 ・運輸整備支援機構の

委託を受けて、平成16年度に実施した九州新幹線整備事業に伴う烏栖市幸津遺跡の埋

蔵文化財調査報告書です。

筑後川に流れ込む安良川の副堤 （二線堤）の一部や弥生時代前期の環濠や弥生時代

後期から古墳時代後期にかけての竪穴住居などの遺構を検出 したほか、弥生時代前期

から奈良時代頃の土器や石器が多数出土 しました。その結果、烏栖市朝日 山南麓付近

に立地する遺跡の調査例を新たに加えることになりました。

幸津逍跡の内容が本県の学術文化の向上に寄与するとともに、烏栖市民のみならず

県民の皆様に郷土の歴史を理解する上でその一助になれぱ幸いに存じます。

なお、刊行にあた り、発掘作業に従事していただいた地元の皆様を初めとする関係

者や埋蔵文化財保護に御理解を賜 りました独立行政法人鉄道建設 ・運輸施設整備支援

機構に対し心から耳く御礼申し上げます。

平成19年3月

佐賀県教育委員会

教育長吉 野健 二



例 言

1 本害は、九州新幹線建設に伴い平成16年度に発掘調査を実施したA栖市寺津遺跡に係る文化財謂査報告書

である。

2 発掘調査は、独立行政法人鉄道建設 ・運輸施設整傭支援機構 鉄道建設本部 九州新幹線建設局の委託を

受け、佐R県教行委貝会が実施した。

3 発揺調査にあたって、独立行政法人鉄道廷殷 ・運輸篇拉整債支援機構、鳥栖市教ff委U会の協力を得た。

4 瀾査記紺の整埋と報告苔作成作業は、佐買県文化課、佐釘県文化財調査研究資料型で実施した。

遺構実瀾：渋谷 格、石田智子、渡辺尭志、渡邊 誠、株式会社埋蔵文化財サポートシステム、

遺物整理・実瀾・製図：渋谷格、細JII金也、 [llrr健一郎、奥 知恵子、村里存子、江副朋子、百崎正子、

鶴田啓子、増田好災、行越弘子、馬場里笑、石mw子、高村哲也、山ロカズヨ、古沢弘美、中 ~~文子、三

好文子、上漏光子、 山口美佐子、江烏恵美子、古灯美江、徳永美穂子、児王洋志、岩橋山季、株式会社と っ

ぺん

5 遺物の写真撮影は小森義尚が行い｀一部について株式会社ダットに委託した。

6 報告苔作成に関して下記の方に指導 ，助雷 ・協力を頂いた。

田崎博之、中野 充、 森田孝志、 小松 譲、七田忠昭、兒王洋志、 能登原孝道、渡部芳久

7 本書の編集は、 田中、馬場の協力を得て、細川が行なった。原桜執箪者は目次に記す。

凡 例

l. 寺津遺跡の略号はASIである。

2. 遺跡の撞別記号は、次のとおりである。

SH: 竪穴住居踪、 SB:拙立柱達物跨、 SK:土坑、 SD:i昇・環濠、sx:不明遺構（粘土採掘坑、土岩埋納

土坑を含む。）

3. 各遺構番号は、連番と し、発掘潤査時の遺構番号をそのまま用いた。

4. 本害に用いた方位は、困土座揉第0系の座襟北である。

5. 本密に掲霰した遺物全て1こ県遺物登保番号を付け表に付記した。

6. 遺情・ 遺物写兵、遺構・迅物実測図は、佐灯県文化財潤査研究資料室にて保管している。
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第 1章 はじめに

1 調査にいたる経過

九州新幹線廃児島ルート佐打県内区間は11.7畑、応栖市・基山町を通過するが、碁山町部分はトンネル区間で

あるため、文化財の対象となる区LLLLは全て店栖市部分にあたる。

九州新幹線鹿児fl,ルート建設計面に係る文化財潤査との調整が始ま ったのは、昭和59年7月からである。7月

258に 「九州新幹線 （鹿児/::,)レート）1t両に伴う自然環境検討会」、7月26日には「九州新幹線 (J鹿児島）レート）

環境影響評価報告行案説明会」が開催され、「九州新幹線 （鹿児島ルート）環境影囀評価報告行案について」照

会があっている。7月31日、 II月2R、12月118と回答を行い、その内容は、「発揺潤査を行うものが3遺跡と

なっているが、他にも遺跡の存在が予想されるところもあり、これらについては路線決定後、路線内の再度の粋

査あるいは確認調査が必要と考えられる。腐査筒所・日程守、今後のことについては r日本国有鉄道の建設事業

等工!Ji臆行に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する笈苔」に沿って協議を行うこと。」 としている。12月228

には佐買県知事から日本国有鉄道下関工ホ局長に「九州新幹線 （福岡市・鹿児品市fill)環境影響評伍報告曹案に

ついて」の意見打が提出されているが、この後昭和61年に 「九州新幹線 (~児島1レート）閃境影嗜評伍報告害に

係る見解行について」やり取りがあったものの、平成に入ってしばらくは、文化財との霜整は行われず、再開さ

れるのは平成12年になってからである。

平成12年11月148に「九州新幹線環境影饗評価報告行案の更新に伴う賀料提供について」の依頼があり、平成

13年4月25日には九州新幹線鹿児島ルー ト博多～船,jヽ屋間40kmの工事が認可されたことにより 、調整は本格化す

る。5月1681こ「九州新幹線脱児んルー トに係る 日本鉄道建殷公団工事概要説明会」が佐汀県庁関係各謀を対象

に行われ、 6月4日には日本鉄辺建股公団九州新幹線建設局局長から佐打県教行委只会教育長あてに「九州新幹

線述設工事に伴う埋蔵文化財の有無及びその取扱いについて」の照会があり、 6月 6日には日本鉄辺建設公団・

.r.1栖市 ・ .f.~栖市教行委日会•佐賀県文化課で四者協議を行っている。 九州新幹線雁児8ルートに係る文化財謂査

では、，ら栖市教打委員会の協力は不可欠であるため、この照会に対して両者で対応していくことを確認し、 6月

13日には県教打長から市教'(.f妖あてに同様の照会をしている。 6月14日には両者で文化財調査協議を行い、それ

までに行った確認調査や本躙査の結果を基に埋蔵文化財の状況を検討し、 6月26日の「九州新幹線述設工事に伴

う埋蔵文化財の発掘調査における現地踪査について」の依頼を受け、 7月4日に現地踏査を行っている。現地踏

査の結果を甚に9月4日に市教存長から県教行艮あて「九州新幹線建設工単に伴う浬蔵文化財の布無及びその取

扱いについて」の回答があり、 9月18日に県教育長から日本鉄道建般公団九州新幹線建設局局長あてに同名で確

認謂査が必要な箇所を回答した。特に平成 7年度から重要遺跡確認調査が行われている勝尾城下町遺跡について

は、 「総構えの堀等重要な遺構が存在する可能性が応く、史跡指定も考えられる地区であり、詳細な確認調査を

実施後、保存について協議するよう」求めている。

この間ルート内の用地買収も進んできたため、-~栖市教rr委A会により平成13年lO月23日から30日まで筑紫ト

ンネル出口付近及び工事ヤー ド7.371m'を、 11月7日には111浦地区の2.470m'を対象に確認調査が行われた。平成

14年度には、再度島栖市教行委月会に埋蔵文化財確認調査への業務支援を依頼し、6月4日-6日に山浦地区1,800

m'の確認調査が安施された。10月168~29 日及び平成15年 2 月 18日にはllJ浦 • 原古賀地区38,200m'を対象に確認

調査を実施したが、遺物が少量出土したものの明確な遺構は認められなかった。平成14年度までの確認調査結果
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については、平成15年7月28日県教行長からE1本鉄道廷設公団九州新幹線建設局投あて「九州新幹線建設工事に

伴う埋蔵文化財の試拙調査の結果について」で工事に支ほはないことを阿笞している。平成15年度は、蔵上 ・幸

沖地区及び山浦地区の確認讃究を実誨している。蔵上 ・寺津地区は1.800m'を対象に10月22[1-28EJまでの期間

に行っている。蔵.I-.地区では遺構は確認されなかったが、幸津地区で遺構が確認された。寺津地区は近世の霰堤

が丘陵部に取り付く部分にあたり、 2箇所のトレンチから霞堤に関連すると考えられる盛土と盛土下層から小土

墟・小穴を確辺し、盛土中から弥生土器、 8世紀の土師器がIll土した。 潤査結果は11月19EIに県教打長から独立

行政法人鉄道建設・迅輸施設整慎支援磯情鉄道述設本部九州新幹線建設局艮あて 「九州新幹線述餃工事に伴う埋

蔵文化財の試抱躙査の結呆について」で報告するとともに、鉄道建設・運輸施設整情支援機構と本鴻査の協譲を

行い、工事で影響を受ける400m'を本調査対象とし、平成16年度に潤査を実施することにな った。また調査対象

地点は遺跡の未周知地区であったため、寺津遺跡の範囲を拡大して登鉗するとともに、 12月2日付けでJI栖市教

tr長に 「;n跡の発見について」通知している。LLL浦地区は新JI栖変砲所が計画されている地区で、 14,000m'を対

象に平成16年3月 llJから 3月10日まで県・心栖市教f委且会で潤査を行い、勝尾城下町遺跡関連の遺構を確認

し、 平成17年度から本潤査を行っている。

2 調査の経過

幸津遺跡の関査は、平成16年II月4Elに県知市と独立行政法人鉄追建設 ・運翰施設整偏支援横構鉄辺建設本部

九州新幹線建股局長で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託」契約を締結し、 12月13日に開始した。当初計面では

400m'の調査であったが、 エ<JI用追路が遺跡に影響を与えることが判明したため、平成17年 1月241'1に、調査面

積の増と調査期間を延長する変更契約を締結した。

幸津遺跡調在日誌

平成12年12月13日 （月）

12月14日 （火）

12月17日 （金）

12月22EI(水）

12月288 (火）

平成17年 1月5日 （水）

1月118(月）

l J-l 12EI (火）

1月17日（月）

1月28EJ(金）

2月IEl (火）

2 H 5 El (土）

2月14日 （月）

幸津遺跡発掘作業開始。硲堤に関連する盛土の潤査のためバックフ ォーによるトレン

チ掘削。

発掘作梨且によるトレンチ精査、溝確認。

溝掘り下げ。

溝掘り下げ、弥生時代~•I期の可能性大。

溝掘り下げ、断面U字形。平成16年の作業終了。

現楊再開。

遺構検出作業、竪穴住届を確認。

竪穴住居4軒確認。

SX02出：t土師器実測、取上げ．

SD O I土層実測。

むのため作業中止。

空中写兵撮影。

現場作業終了．
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第 1図新軒綿鹿児島ルート路線図 (S;1/3000)) 
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3 調査組織

調童主体 佐灯県教n委月会

発掘1111童 平成16年12月13日～平成17年 2月141:1

総 括 佐n県教廿委U会 教打長 吉野健＝

文化謀長 初村健二

文化謀副課長天本洋一

調董総括 文化謀主幹 酉田利己

鯛査担当 文化諜主査 渋谷格

庶務会計 文化課係長 中原吉朗

文化謀主究 野口佐智；；f・

文化諜主査 島田 一幸

文化謀主査 碇 一浩

文化謀主事 坂口豪史

現場作戴員 社Ill伊災、中心トミ子、仁田利宜、原野桜敏、松限マチ子、山下頂侶、光安iii勉、浜田匡宜、豊増

英則、牛島愛介、飛松和憲、石田行子、渡辺尭志、渡邊誠、横尾裕一

整理・ 報告行作成 （平成17年・ 18年度）

総 括 佐灯県教行委且会 教行長 吉野健二

鱈童総括

謂董担当

庶務会計

文化課長 初村健二（平成17年度）

松永光生（平成18年度）

文化課参事 束中川忠美

文化課主幹

文化課主査

文化課嘱託

文化課係長

文化課主幹

洒田和己

細Ill 金也

田中健一郎 （平成17年10月～）

中原吉朗 （平成17年度）

佐伯勇次（平成18年度）

文化謀主査 平,~ 和子

文化謀主査 山口撒也

文化謀主11, 古田顕徳

謂董襴助員 石田行子、嘉村哲也、岩橋 由季

整遅作纂員 奥知恵子、村里脊子、江削朋子、 百崎正子、鶴III啓子、州田好央、仔越弘子、馬場具美、山ロカズ

ョ、古汀弘災、中i・わ文子、 三好文子、上浪光子、山口美佐子、江島恵美子、古R美u:、徳永美穂子
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第2章 逍跡の環境

1 位置と地理的環境

幸津遺跡の所在する -~栖市は、佐n県の東端に位設する。行政区域としては、市域の北11!1を基山町と福岡県DI¥

珂川町、西側はみやき町 （旧中原町・北茂安町 ・三根町）、東側は福岡↓R小郡市、南側は同県久留米市とそれぞ

れ接する。南は筑後HIに流れ込む宝滴/IIを県境とする。

.!'.I栖市の面積は71.37kll、人口64.000人余り。県内10市のうち、而積は、も っとも小さいが、人口規校では県内

第3番目の都市である。九州長崎本線と鹿児島本線が交わる JR.(¥栖駅のほか、九州自動車道と長崎自動車道が

交わる.!"4栖ジャンクションを持ち、古来交通の要所として栄える。
（遭んヽ

市の北側には、 ff振山地の主峰の一つである九干部山（傑嵩847m)をTfi点として石谷IIJ、権現u」が束洒に速

なる。 !~ffiiliは、この行扱山地の東端部にあたり、北にある甚山町及び福岡県筑紫野市・小罪市付近で途切れる。
..  ぐん

その守捩山地の東北部は、途中挟い平野を挟み、 三郡山地が位既する。

この行扱Ill地は、白亜紀後期代に深<:1't入した花尚岩を基盤としている。このため、行扱山地から延びる標窃

約!OOm以上の山地と丘陵は、ほぼ花尚岩である。この脊板LU系から南及び南西側へ向けて大小様々な規模の高・

巾・低位段丘が延びているが、この段丘は、それぞれ更新世段階以降に形成された礫屠及び火山灰層からなる。

この段丘の1111や市域の南束及び南側には、沖積地が広がり、広大な平野部を形成する。
“• ヽ tど今. . ず 9

-~ 栖市域を流れる代表的なMIiiには、西から順に秋光川、山下川、大木川、轟木川、安良川、沼JIIがある。こ

れらの河川は、直接筑後Illに流れ込む沼Illを除き、その支流である宝満川へと流れ下る。これらの河JIIは段丘の

問を流れることにより、それぞれの段丘が明瞭になる。

市域の北西域にある柚比丘陵群は、高位段丘が八手状に開析され、樹状支谷が明瞭に認められる。丘陵部は集

落や森林として、谷部は水田と して利用され、北部九州の農村の雰囲気を醸しだしていたが、近年の区両整理事

業に伴いその大部分が消滅してしまった。各時代の遺踏はこの丘陵部やその斜面部付近にかけ分布する。この柚

比丘陵群の南tlllも同様な雰囲気を示すが、大木川左岸に面した邪分は、 一祁段丘を残すものの川筋に沿って扇状

地形が広がる。なお、この段丘の東側は、田代町付近から姫方 ・け根崎町付近にかけ細長い段丘がいくつも形成

されていることが分かる。
.... し

1:.*HIと安良HIIこ挟まれた段丘は、群石山 （標窃201m)を頂点として南西祁に広がる。丘陵と平野部の変換

地点である神辺 .q源地区から島栖市街地・ 轟木付近まで扇状地形となる。丘陵の南端付近で、谷部も幾つか認

められるが、市街地化が進んでおり 18地形の状況は不明な点が多い。
じ"●9

城II」（襟i¥'li50Jm)の西tll1から流れる安良川は、山ii『新町付近で平野部に出て、大きく蛇行を繰り返しながら流

れ下る。蔵ノ上から轟木付近の右岸には、氾濫原が形成される。これに対し、安良JII左沿は、 .C)栖市山浦町から

立石町付近にかけ樹枝状の丘陵の発達が顕若に認められる。 .C~栖市南西部の江島町からみやき町白壁地区付近に

かけ広がる通称「白壁丘陵」においても認められるが、こちらは規模が大きい。
とこうく 9

,ij栖市域の西fl11で独立丘陵状を呈する朝日山（標店132m)とその西に位設する所熊山（襟高113m}は、 三郡

変成岩で構成されており、その起源は古生代まで遡る。この朝日山と所熊山の間を市域の洒1l1である立石町付近

から沼HIが滋れ下る。朝日山南翼には、中位・ 低位段丘が連なり、その南に延びる低位段丘上に幸津遺跡は位償

する。
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第2図烏栖市域周辺地形図 (1/5(双粉

※ 本図は、大日本帝国陸地測砧部が大正 15年に測図した 「-~栖」「中原JCl/25,000Jを元に作図 した。

アミカケ部分は、沖積地を示す。
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2 歴史的環境

A栖市は、古くから交通の要衝として栄え、原始古代の遺跡が数多く知られている。特に弥生時代の安永LIi遺

跡や柚比本村遺跡では、 ·~f銅岱生産を示す銅鐸及ぴ武器形腎銅器の鈎唄や赤漆玉細装銅剣等な華なはIJ葬品を持つ

IJ'I墓が発見され．当該地域の爪要性を示す沢料である。

以下、，f.)栖市域における遺跡について慨観する。

旧石器一縄文時代

IEI石器時代の遺跡は、市域内の祁位段丘や中位段丘上にみられる。牛原傭UI遺跡、本HI原遺跡、＊行遺跡、今

町共同山遺跡等でナイフ形石器や角錘状石悩、台形石器等が出土している。ただし、明確な遺構や包含層はまだ

確認されていない。

縄文時代早期の遺跡には、今町共同山遺跡｀西田遺跡、牛原原m遺跡、 1:,nn船遺跡がある。柚比丘陵上に位閻

する今町共阿山遺跡では、 早期1r~菜の刺突文土器 （柏原式） 1点と早期の押型文土器 6点が出土している。西田

遺跡は、県内最大規模の集石遺構を持つ遺跡である。これまで集石遺構や配石遺1鼻が62基検出され、集石の中に

は、花弁状の炉を持つもの6基が含まれており、注目される。この遺跡からは、 多泣の押烈文土器 （稲7>/111式、

早水台式、下竹生式｀田村式）｀条痕文土器、無文土器とともに撚糸文土器が出土している。牛原原田遺跡から

も西田遺跡と問様な集石遺1112基が、押型文土器とともに検出されている。料田南遺跡では、早期末に位既づけ

られる貝殻文系土器3,i!i. が出土している。

縄文時代前期の遺跡には、長ノ原辺跡、 f,!田rtl遺跡會牛原前田遺跡、西田遺跡がある。艮ノJ炊遺跡からは、 轟

B式系土器と竹畑式土器が5個体程度出土している。前述の岸田南遺跡からは、まとまった数の曽畑式の：I:器が

出土しているほか、爪形文土器も見つかっている。 牛原JlfllEI遺跡からは、集石を伴い1•1畑式の深鉢が倒骰された

状況で出：I:している。

縄文時代中期の遺踪である平原遺跡からは、 集石遺構15碁が検出され、早期に顕苔であった集石遺情が•I•期段

階まで残ることを示す沢科として注目される。また、西北九州地域でIll土例の限られる並木式土器が多沿に出土

した。岸田ltl遺跡では、貯蔵穴からイチイガシの種実が出土している。この種実のAMS法をJI!いた放射性炭索

年代測定法では、 4.090士40y.B.Pと3.730士40y .B.Pの伍が出ており 、当該期の年代を知るうえで煎要である。西

IEI遺跡からは、瀬戸内系の船元式土器が巣独でIll土している。

縄文峙代後期前半は良好な沢科に忠まれないが、後期後半に入ると、当該期の大規侯な遺跡である蔵上遺跡が

出現する。安良HI左洋の河岸段丘の縁辺部に位骰するこの遺跡は、竪穴住居IO棟、土器棺袋41基、J戎責必とみら

れる土塙2基等が検出されており、県内では数少ない集裕と墓の関係が分かる縄文時代の遺跡と してlT(妻である。

また、 三万Ill式を中心に土器がコンテナ500箱以上だけでなく、石棒や十字型石器、十午租土製品、土偶、注

口土諾、装飾が施された土製111盤等、当該期の精神文化を窺う 汗料が多数出土している。

縄文時代晩期の遺跡には、本JII原遺跡、 平原遺跡、安氷Ill遺跡がある。本川原遺跡からは黒/II式期の貯蔵/¥2 

基が、安水Ill遺跡からは：I: 器棺硲 1基が検出されている。平原遺跡では、包含層 （泥炭/Mlから黙川式土器がま

とまって出土している。 M'HI三本松遺跡では、夜臼式の土岱棺経7基が検出され、弥生時代前期にかけて継絞し

て営まれている。

弥生時代

・り栖地域の特色である弥生時代の遺跡も、前期に限ると数は少ない。集落遺跡には、八ツ並金丸遺跡と今回報

告する幸浄遺跡がある。八ツ並金丸遺跡は、標店約56mの丘陵頂部に位設する。前期後半段陪1こ径約20mの只濠
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第3図 烏栖市遺跡配置図 (1応0000)

①安永□l遺跡②柚比本村遺跡③牛!,j(前田遺跡④初 II/反遺跡⑤木行遺跡⑥介町共I●llJ」遺跡②™ID遺跡⑧長ノ原遺跡

⑨岸田m遺跡⑩平原遺跡⑪蔵上遺跡⑫ 村Ill三本松遺跡⑬永古遺跡⑭八ツ並金丸遺跡⑮幸淋迅跡⑯ 指坂炭化米遺跡

⑰大久保遺跡⑱前田遺跡⑲姫方遺跡⑳元古双遺跡⑪平町遺跡⑫原口遺跡⑬京町遺跡⑭柚比梅坂遺跡⑮フケ遺筋⑮

今町梅坂州遺跡⑰神Ill遺跡⑳田代天満宮遺跡⑳藤木辺跡⑳四ツ木遺跡⑳桑ノ木添遺跡⑫1勺精遺跡⑬-'j:/jj(I以EEi遺跡

⑭1勺畑遺路⑮赤坂llり方後円れ⑯平届（古t)'!⑰H岸田遺除⑱山浦古/fl⑲薄届古tj'!群⑩BS I~ 転車工場母跡（現安良遺

跡）@;"; ヶ敷梅坂遺跡⑫加藤田遺跡⑬薮Ill遺跡⑭剣塚古ll't⑮庚•I•没塚古IJ't⑯岡寺古IJ't⑰Ill代太Ill古l(t⑱ヒ ャーガ

ンサン古IJ't⑲柑坂古I!(群R稲塚古IJ't⑪百度塚古項R永田古打群⑬束十郎古m群⑭杓子ヶ峠古IJ't群⑮神山古IJI群⑮

横井古IJ't詳⑰都谷古IJ't群⑬宮洒遺跡⑲II」浦新田遺跡R勝尾城筑紫氏遺跡⑪m代番所（対馬沿紺）＠轟木番所 （佐

灯本藩釘i)@幸fit霰堤 m栖市）
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がつくられ、環以内邪には竪穴住屈跡 1棟、貯蔵穴4基が存在する。寺津遺跡は、前期後半段附に掘削された環

滋の一部であるが、閃濠の内部は不明な点が多い。tt"IEI三本松遺跡の北瞑でも前期後半の巧濠とみられる消の一

部が検出されているが、詳細は明らかでない。

前期の1/!liXには、村田三本松遺跡、八ツ並金丸遺跡、氷吉遺跡等がある。村田三本松遺跡は、縄文時代晩期か

ら継萩して貨まれるれ硲である。八ツ並金丸遺跡では、 Aから Eと分けられた 5ヶ所の溢域が営まれるが、硲域

Aは前期後半段陪（板付Oa式併行期）の甍棺及ぴ木棺沿土壊硲で構成される。永吉遺跡では、土墟gと推定

されるin~から、有柄窮製石剣と｛半に丹蛍りの壺が出土している。

ii~ 期末から中期にかけて、集裕及び打硲はその数を大幅に増加させる。特に濶査の追んだ柚比丘駿では、丘駿

のJjl位ごとに梨沿や積翡が見出せる。前期末から始まる集落は、今町岸田遺跨、樟坂炭化米遺跡、大久保遺跡、

平原遺跡、柚比本村遺跡、前田遺跡、安水田遺跡、長ノ駁遺跡等がある。これらの集落は、平原遺跡を除き、概

ね後期初頭段附で途絶える。 H•f期末から中期初頭段階の竪穴住屈·は、平面形が円形を主体とし、 中央の炉穴の両

側に2穴を持つ 「松菊里式」の竪穴住居が多くみられるが、平面形が方形碁調の竪穴住居も散比される。平原遺

跡は、,,,期後狛段階Iこ丘陵m部を取り囲むように閃濠を巡らす。この環濠の規楳は最大幅3.Sm、深さ !Am、只

濠内部の面積は、 7.700rriである。埋没は後期終末頃である。

柚比丘陵以外では、大木川左r凶丘陵先端部付近に本川原遺跡、姫方遭路、本原遺跡呼が、大木Illと安良川に挟

まれた荘方町から古灯町・養父町付近の扇状地および市街地部分の低位段丘にかけて、元古灯遺跡、平町遺跡、

r,(口遺跡、涼町遺跡等が営まれる。安良川左岸の朝日LLL悼i麓邪では、幸i'lt遺跨、村田三本松遺跡が、市域南匝綿

の白壁丘陵上の本行遺跡では中期前半段隋に集落が出現する。江,:h遺筋からも中期の竪穴住居跡3棟が検出され

ている。

中期のIJ't岱は、吏棺硲を主体とするが、 一部木棺硲、土噴搭がみられる。柚比丘陵では、八ツ並金丸遺跡、柚

比！糾坂遺跡、柚比本村遺跡、安永田遺跡、大久保遺跡、平原遺跡、 7ケ遺跡、 ．今町檎坂西遺跡、 1糾坂炭化米遺跡、

前田遺跡、神ILL遺跡、田代天消宮遺跡等から中期の売棺廷を主体とする経地群が見つかり、これまでに柚比丘陵

一笛で閾査された甕棺の合計数は2,500基を超えている。他の市域では、 IJ't姦の調査例は少ない。市街地の藤ノ

木遺跡、内畑遺跡、朝日 山南麗の安良遺跡や本行遺跡で甕棺を始めとする項砧が検出されている。

弥生時代中期段陪の特色として、柚比本付遺跡の副葬品を有する項塞群と大型掲立柱述物跡の存在、安水田遺

跡、本行遺跡にみられる行銅器生産が挙げられる。柚比本村遺跡の丘餃先端部には、弥生時代中期初頭から後期

初頭にかけて営まれた木棺話 1 荘、甕棺~41甚、石蛋士坑移 2 甚の計44おが検出されている。 そのうち、 8疫の

t)'t廷から赤漆玉細装鉗剣 1、石製把頭飾・ 刻把金具付細形銅剣 1、細形銅食lj)、斉銅製把頭飾付中細形銅刻2、

中細形銅剣2、ガラス製勾王 ］、 鉄剣 1が副葬されている。中期初頭のSPIIOO木棺墓を契機に経域が形成され、

中期中頃 （須玖式段隋）まで継続する。中期後半段附にこの項騒群の西北側で大型掘立柱述物跡5棟が煎複して

営まれる。この柚比本村遺跡は、項裕及び大型掘立柱建物、これに付随する祭祀土岩を廃爽した土坑の存在から、

柚比本村遺粉のれ硲に埋葬された:/.i力者に対する祭り「祖霊祭祀」を行なっていた空IHIとみられる。

粁鉗器の鋳翌が確認されている遺跡には、柚比丘陵に所在する安永田遺跡、平原遺跡、柚比本村遺跡、前IFJ遠

跡と市域南西部の本行遺跨がある。安永田遺跡は、福田型銅鐸のill型を出土したことで若名であるが、銅鐸鋳型

以外にも 中細形第矛や中広形銅矛鋳型が出土している。また、平原遺跡 ・大久保遺跡や柚比本村遺跡から細形・

中細形銅文鋳型が出：tしている。前田遺跡の魚形惰銅器鋳型は、焼けておらず、未使用の鋳型である。

本行遺跡からは、鉗鐸を初め、鉗剣、銅矛、ヤリガンナの鋳型,'ll計12点の't'f銅若鋳型が出土している。この遺
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跡からIll上した武器形w鋼器鋳団には、細Jfi'I呻細形等閉式的に古いものが多いことから、 中期前半頃からサ鉗

岱生産が行われていたことを示す。

後期に人ると 、柚比丘陵群を中心に展9閉していた集浴が#I次いで紺小し、市中央域の1,1状地や市街地が乗る低

位段」iの9点辺部にかけて巡出する。柚比丘陵群の平原遺跡は、後期を通じ営まれる。長ノ原逍跡の後期後半の竪

穴住m跡からは、方格規矩鏡片がIll上している。

,Ii域東側にある本/~(遼跡は、 8状に形成された襟窃約24mの低位段j王の先端部に（立四する。 この丘陵先端をり）

り離す形で丘陵屈部に条探を巡らす。丘陵の先端には、後期前半頃の竪穴住居祢6棟、掘立'.H辻物跡 l棟等がつ

くられる。条松と集俗は、はぽ同時期と推定される。大和II.I:流成左litの日状地上に(l関する加藤川遺跡では、

弥生時代後期の竪穴11居跡16棟が潟査されている。加藤田遺粉から約500mll1に下った位『iにある穀rn遺跡から

は、弥生時代終末期頃の竪~'i.lt居跡 7 棟が検出されている 。 藤木遺跡は、後期前1 ・わから占れ時代 mi!煩環投が検

出される。検II¥された閑壕の総延仕は160mを超える。藤木母跡と谷を1火んだ東側に位設する四-;;木遺跡からも

弥生時代後期の閃壕の一部とみられる溝跡 l条が検出されている。

蔵上沼跡 (I区） ・桑ノ木沿；遺跡 ・内精遺跡は、いずれも隣接する地区で、場所により 1iなる遺跡名が付けら

れているが、阿―•の遺路である。 この遺跡は安良川中流域の段丘上に位霞し 、 弥生時代後期前'Iとから後期終末に

かけての竪穴住居跡234ほ掘立柱佳物跡59棟が検Illされているほか、集裕からは、鉄斧｀ャ リガンナ、鉄鏃、

刀"f、摘鎌、鋤先等62点出土しており、安良川中流域の拠点集落であると推定される。ただ、大規楳な集硲にも

閲らず閃塩は布しない。

安良JII右岸の扇状地上に位誼する牛li;i原Ill遺跡 (B地区）では、後期後半から終末期にかけての瞭，・； ,,~, 廿跡

33棟、掘立柱建物跡65棟が検出されている。竪穴11:居は、平而形が方形または艮方形を主体とし、ペ ッド状遺構

を持つものが多い。 1rn1x 1 rり1または 1rn1x 21川の仕間を持つ掘立柱迂物跳がその主体を占める。また、 SH25

竪穴(Hヽ ｝跡の覆上中から刃部が外側に張り出す鋳造鉄斧 l点が出：tしている。先述した1り攪．丘陵匝傾段丘上に（立

骰する本行遺跡は、後期1前半頃、丘陵の頂部を11llむように環濠が揖削される。環沿の外絹に｝］祁をたてた状態で

Iヽり広形銅牙'lC:Iが埋納されていた。

後期のlt(J,1;は、中期と比べると．その数は若しく減少する。 柚Jt本村；1'I路では、中期後半以ぼI•断していた甕

棺埋葬が再開され、鉄剣、ガラス製勾予を副非する後期初頭の甕棺 1基がつく られる。この!(I硲を最後に柚比本

け遺跡での造ばは終 （する。内畑逍跨では、後期初頭のSJ07央t印 水，II,製丸屯2点、ガラス製

小]~ 16点が出七した。 J)子は、.?.\務が塗られた粕に入れられ、柄には、樹皮がなかれている。 吏棺の副拌品とし

て*,1/,lcを出土することは極めて珍しい。また、関査ではないが｀ガラス勾玉2点とガラス小£1969点を出土し

たといわれる甕棺も近傍から比つかっている。藤木遺跡から棺内に連弧文鏡］面を副梓した｛団をl・屈湛 l基が検

出されている。本行沼跡では、後期後半から終未頃の石棺葛と石丑士漿硲JO甚からなる硲域が四壕の外闘に形成

される。

後期の特色として閃壕集裕が裕げられる。中期後半に掘削された平原逍路を拾き 、藤水遺跡、四ツ 木遺跡、本

行遺跡の閑壕は、後期新f'I'・段階に出現したとみられる。特に、藤木遺跡の閃疫は、その長1和が約200mに復元で

さ、．し'.I栖地域の拠点集沼とサえられる。ただ、閃炭を持たない大規校な集落路である内精逍蹄も近隣に存在し、

集俗跡における閃壕の布撫がどのような性格によるものか、さらに検討を必要とする。

古墳時代から古代

古l(t時代消期に入ると 、集裕の数はさらに減少する。抽比遺跡群では、集落が確訟でさなくなり、内精遺跡や
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藤木遺跡、本川朕遺跡芍で弥生時代後期から絞く集裕が営まれ、古墳時代初頭に終店を迎える。幸津遺跡で店杯

の埋納遺構3甚がみつかっているが、竪穴住居跡など集硲の要紫は少ない。 .r.}栖市域での古項時代前期段隋の集

裕様相については、不明な点が多い。

古項時代前期のt.n-~は少ない。柚比丘陵の前束端にあたる丘陵部で赤坂前方後方瑣が築かれる。この前方後方

mは全長約24mと推定され、項紺から畿内系の二誼□縁壺等がみつかり、 .Cl栖市域ではもっとも古い古1l'1である。

本HI原遺跡では、布留式併行期の方形因溝硲2基が調査され、そのうち 1号方形周沿墓は、全長15mで東側に陸

橋部を持つ。周溝内から二黛口緑壺が検出されている。

平原古1l'1は柚比丘陵のIII部、独立丘陵の頂邪に位置する。昭和31年に地元中学校のクラプにより調査され、前

方後円形のIll形を持つことや内部主体が箱式石棺であること、過去に内部主体から鉄剣が出土したことが判明し

ていた。北部丘陵新祁市:iii業に伴い再度祖査が実施されたが、本来の項形や詳細な築造時期などは明らかになっ

ていない。内部主体の構造から古墳時代前期の所産と推定される。

大木川左岸の河岸段丘上に位哲する日岸田遼踪からは、方形周溝袋1基を検出している。ST002方形周溝墓は、

平面方形で、周溝は全周する。 一辺の規模が約22.5-24mと比較的規校の大きい方形周溝廷である。主体部は検

出されていないが、周溝埋土から山陰系の二旗口粒壺や小型岱台が出土している。

古項時代中期は、集落の実態が不明である。れ秘は訊n¥l品が少ないため、時期を特定することは難しいが、主

体部の構造から前期末から中期と推定されるれ硲が散凡される。

朝日IIJから所熊山の山麓部にかけ竪穴系石立を主体部に持つ古積が．屯在する。山浦古積群では、竪穴式石室と

粘土撼を内邪主体に持つ古項が1¥111査されている。内訳は粘土榔2碁、竪穴式石室3晶。 9号竪穴式石室は、臼歪

315点を出土し、中期と推定される。4号粘土構には、鉄剣 1口が副葬されている。山浦古項群の東1111の丘陵蔀

に位置する簿尾古瑣群では、2体を合葬した小口積みの竪穴式石室があることから当該期の古項群であったと推

定される。 BS朝日自転車工場遺跡（現安良遺跡）の北遺跡では、箱式石棺3基が出土し、 1号石棺から鉄刀 I

口、鉄剣2口、副葬されていた。付近から倣製鏡l面が採集されており、古積の問J葬品とみられる。

古項時代後期に入ると集落及び墳墓が激培する。5世紀代にはほとんど目立たなかった集落が、柚比丘陵を中

心に市内各所で確認される。柚比丘陵遺跡では、平原遺跡、大久保遺跡を核に三ヶ敷梅坂遺跡、指坂炭化米遺跡、

今町梅坂遺跡、前[B遺跡、安永田遺跡、 :;j,:JII原遺跡等で集落が営まれる。特に、 247棟の竪穴住居が確認された

平原遺跡は、大規模な集落である。大木JII流域左岸では、加藤田遺跡、薮田遺跡等がある。安良Ill左路の河沿段

丘及び扇状地上にも集落が展開する。牛原前田遺跡、牛原原田遺跡、蔵上遺跡、内精遺跡がある。これらの集蕗

は、後述する牛原原田グループの古墳群を担う集裕であったと推定される。

墳慕では、大木!II左岸の高位段丘上に剣塚古項、庚申堂塚古項、 1~,寺古墳と全長60mを超える前方後円項が、

相次いで造営される。また、石室に彩色を施す田代太田彩色古lffゃヒャ ーガンサン古項．柑坂古in等の大型の円

tnが築かれる。竹長廷と推測されるこれら大型の前方後円項・ 円1.nは、その立地から柚比丘陵群の各集落と密接

な関係があるものと想定される。このグループとは別に安良JII左岸の扇状地上に大型の円項である稲塚古れ、牛

駁原田5号瑣、同6号項、方墳である百度塚古項が6世紀後半から 7世紀前半にかけ顧次築造される。

杓子ヶ峰から権現山、雲ff尾峠にかけての山麓部には｀横穴式石室を内部主体に持つ中小の群集IJ'tがいくつか

のグループに分れて点在する。これまで綱査が実施された古項群は、柚比丘陵群から大木川左岸の山麓部にかけ

ての地域では、永田古瑣群や梅坂古用群、束十郎古墳群、杓子ヶ峰古墳群、神山古れ群がある。大木川右岸から

安良川左岸までのIIJ麓部には、横井古項群、都谷古項群、宮西遺跡等、安良川右/.;lから山浦の山麗部にかけて山
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浦新田遺跡や111浦古瑣群等がある。これまでの調査から.e栖市域の群集mの成立は6世紀後半頃、その終店は、

東十郎古項群の小石室に埋納された蔵竹器の年代から 8世紀前半と理解される。

律令期に入ると大木川を境に左岸が甚楳郡、右片は従父郡に分かれる。奈良時代に編纂された「肥前風土記J

の碁葬郎の条には、氾6ヶ所、里17ヶ所、馬家 1ヶ所、城 1ヶ所と記されている。「城」は、基Ill町の朝鮮式111

城である基罪城を示す。繹の記載は、姫社郷のみで、 「長関神社」と「洒殿泉Jは、伝承が記される。基肱郡に

関する遺跡のひとつに八ツ並金丸遺跡がある。7棟の掘立柱建物と奈良時代前期の竪穴住居27棟が確認されてい

る。この遺跡では、 2X5間の掘立柱建物 3棟がft!北方向に棟を揃え配尻される。この建物群の南に東西方向に

主軸を持つ 2X4間の掘立柱建物 1棟があり、これらの建物群は溝で1!!1まれる。この掘t柱建物跡群は、官街関

連遺構と推定されるが、西媒郡街とするには規模が小さく、その性格は不明である。

炎父部の条には、郷4ヶ所、呈12ヶ所、蜂 Jヶ所が記される。蜂は、幸津遺跡北方の朝日山に比定される。郷

は島巣郷、日理郷、狭llJ掲の3ヶ所が記載される。養父郡家の推定地とされる蔵I:遺跡からは、奈良時代の掲立

柱建物14棟、柵 4条等のほか、 「厨番」と摂害された土器が検出されている。ただ、建物配既には規則性がなく、

綱査地点は郡家の緑辺祁とみられる。村田町三本松遺跡では、アバートの建抒えに伴い堀立柱建物跡2棟が潤究

されている。 桁行 6 間 x梁行 ~fll)以上と推定される掘立柱建物跡は、 一辺が22mを超えることから大型の掘立柱

建物跡とみることができる。東西方向に延ぴる西海道推定路の南側に隣接することから、この付近に駅家か謁家

が存在した可能性が強い。

平安時代から近世

平安時代の.¥l栖地方には、菅原道真を泰った神社が多数創建され、大宰府に地理的に近い環境から大宰府天満

宮安楽寺領荘園が数多く成立する。荘園公領糾成立について.,.分な沢料はないが、 11-12世紀頃に成立したと考

えられ、大宰府系 （安楽寺）領・宇佐八幡宮系 （弥勒寺）領 ・東屋神社領などの荘固は鎌倉時代以降も存紐した。

鎌倉時代に入ると、文献上では土々呂木氏 ・藤木氏 ・山浦氏呼の御家人地頭の名前が見え始め、それぞれ轟木

町・藤木町・山浦町付近に館を構えた。藤木氏に関連する藤木遺跡では、鎌倉～戦国期の区画溝群から生沿雑岱

と瓦が出土し、集落や寺院集落の存在が指摘される。室町～戦国時代には、京町遺跡で錨認されるような豊臼な

牧易困磁器を所布し、茶器や花器を持つ財力者の出現も見られる。調査区周辺に 「ホンジン」の地名を残す柚比

本村遺跡では、鎌倉-戦国時代の遺物が出土し、 14世紀後半の 「綽」跡の可能性も指摘されている。Ill城郊の中

央部には、二重堀切・横視などの防御施設を用いており、 16匪紀代の段附で改修を受けたと考えられる。

国史跨勝尾城筑紫氏遺跡は、勝尾城 ・:t'!籠城などの山城群と筑紫氏館や家臣屈敷 ・寺院から構成される戦国大

名筑紫氏の城下町である。勝尾城は、天正14(1586)年に裕城しており、それ以前に構築された城下町の形成過

程と筑紫氏の権力体制が発掲調査により稼々に解明されつつある。

江戸時代の鳥栖地方は、対馬藩• 佐竹本藩・村田鋭島藩等に領布される。長崎街道沿いには田代番所 （対馬藩

領） ・轟木番所（佐灯本藩領）等が設棺され、局辺には町吊が立ち並び、柑湯町が形成された。田代宿は、北か

ら呂元寺町・新町・ 上町・下町・外町等で構成され、中央の上町に代官所が位四する。また、佐代藩は街辺竪情

と共に大規模な治水事深も行っており、田畑収入の安定と新田開発による財政碁盤の底上げを目的にした水利應

設・洪水防止施設は佐賀県内で至る所に見られる。干梨土）計 （みやき町）、横土井 （多久市）、幸津霞堤 (.~栖市）

などがその一例であり、発掲調査の結果、近世初期の土木工事技術を確認できる．

-12 -



参考文猷（順不問）

佐I'(県枚打委II会lll2002 「今町JW~lh遺跡」「柚ltift粉群 2J 佐fl\\',文化財讚査報告苔第150集

り柄・,fj敦fl委Jl会編1998fi!!iru遺跡」 .Cl馴,ti'文化財躙北報告苔第56皇

.Q固Ii枚11委fl会編1知「牛駆税旧遺粧JJ4柄ii/文化財潟企報告芥第43集

佐灯屈散≪委1H漬 2002n;im111i1tlif.J r檜Jt遭跡仰2」佐R県文化財調査報も害第150集

佐ftW,軟q姿JI会112001「Kノ瓜遭跡」「檜Jt遺跡評lJ佐1'1県文化財綱企報告青t;il48艇

S固Ii軟n委H会編1996「't・駆剪田遺筋1」S柄,r,文化財調介隷告苔第•17集

.t:¥栖iii軟fl委ll会編1啜 11収精田遺鯰OJ.e拓Ii文化財躙介穀~,;'I'第48集

佐n県教打委ll会1111993『平税遭lif.lJ佐ttM文化財潤化報告曹第ll9集

佐＂貼軟行委 u会編1993「1凜遭除DJ佐＂県文化財潟企報告 t『第120集

佐I'll¥¥牧n委n会1112001「平ば遺粧Jr袖Jtill跡詳 IJ1£1'(~\文化財綱忙様仔害第148嵐

L池 iii軟什委ll会編2000r蔵 I:遺跡 !J!.I栖・,Ii文化財llllft罷竹愕第胡集

・り栖市軟↑委U会編2000r磁上遺跡aJ !! 悧市文化ltil!I査報告苔第60集

[I栖市較什委ti会編2000fiH遺鰭mJAl和Ii文化財潟企紺告惰第61集

佐I¥'¥¥¥孜n委JI会編1914「*ml.I!遺跡J 佐n~'t文化財贋査籟む愕第26集

佐filf,¥教w委ll会111975「,t,:111碩刃紐ー第2次讚査ーJ佐tt,,,,文化財講査輯告曹第32集

佐＂県教＂委＂会編 1979「本Ill駁遺跡ー第3次潤査ー」佐＂県文化財潟企穀 i与書第49集

0即 i教11委JH湿 19紛「抽比遺跡群範囲帽認讚介第3年次概要糧'lr苔ー安水田遺跡の潤査ー』 .Ufi'i市文化財蹟企籍告抒第7集

.f.lMili枚fl委u会編1983r安永田遺跡一檜!till怖詐範囲籟認潤任第3年次渭査籟告害ーJ!I柄市文化財凛査櫂鉗苔第16集

.f.lli'ii暉＂委 Jl会編1985ぽ永Ill遺耕→り憚.!lfi'i、Iiiこ所在する安永Ill遺跡lllll鋳摂IIU:地点の1111:lt-』A卸 ll文化財頃究籟む害第25集

佐nw,軟rr委n会編2002「安永田遺翡」「柚Jt遺筋群2J佐＂（¥¥-文化 ltllll企報告愕第150集

1湛~i軟n委U会編1983 fFIIり・ 三本松遺精IXllli巾文化財illl査報告苔第17集

佐買貼軟ff委ll会編2003「JI.ツ並金・ん遺踪」「柚比遺稽群31佐＂剣文化財潟査報 告胄第1お集

小田iX:I:繊1959「佐nw,m代発見の石綱とJ:器J「九州存占学」 7・8

佐f'{~し軟＂委 fl会編2002r今町切り遺附j「柚比遺粧群2J佐I'(県文化財謂査様r,胄第150纂

佐＂県紋 q委ll会編2001r惰坂炭化禾遺務」「柚比遺跡卯 IJ 佐n,~文化財潤査輯店害第148集

佐flV/,fiff委JI会編1997 「大久保遭跡 I J 佐rt~\文化財調充報告害第131集

佐f(l~ff委Jl会贔1998 「K久保遺跡 DJ 佐ff~\文化財買企輯告會第137集

佐n県教1(委ll会編2001「K久保米遺鰭」「柚!till珠群 IJ佐＂県文化財躙査 11m『第148集

佐!ti¥¥軟fl委Jl会編2003「檜比本け遺肱」「柚Jt遺跡罰3J佐賃絹文化肘清査嶽告害第1お集

佐ffl¥¥軟n委fl*i、2002「前Hlilllif.Jf檜Jt這跡詐2」佐＂県文化財調査籟告害第 150集

佐tel¥¥軟fr委ll会編2001「nノ)J;(遺鰭」 r柚It遺跡群 IJ佐買県文化計潤死憤匂苔第148集

I泣渾牧ff委ll会1919r~ ノば還牲箕企慨債J[~ 屈Ii文化財蹟資籠〇惰第5集

場浅漏暢 「iillill跡jf佐＂県文化財年報 3 1998年度」 2001

佐J'(戟軟訂委fl会編200'l 「柚Jt櫂坂遺跡Jflllllt遺跡詳2」佐R県文化財調査穀;~評筍150集

.6栖'"教＂委U会編1992 「元 ,~ft這跡0 』 .ll,栖,Ii文化財調査輯告行筍42集

，6柄市枚n委Jl会編1997「京町遺鯰J!.llli,11文化財讃花糧t穫9第“菓

-13-



'e栖iii軟n委U会編1997「本行遺跡Jti柄市文化財調査輯告苔第51集

J)楢i「軟fl委 11会編1984 「 7 ケ遺肱J.!l栖iii文化財胃充籟i~1'1'1n勾築

佐rm軟ff委n会編2001 「今町侭坂i!iil!Y:J 「檜比遺枯詳 l l 佐＂県文化財Ill売報告奔第14糾〖

,()柄市教ff委fl会編2003「7ケ遺蹟・神iliill跡 ・1り燐遺跡J.fl楢市文化財潤充輯むl'F!/170築

佐＂県教＂委 Jl会編1973「llllt天満宮束方遺葬」佐I'{県文化財調査樺告曹第24集

.1'.l悧flif.tff委11会編20021饉＊・今恥mがJ.0情,1;文化財調忙籍告吝第68集

久111窮史 1994 「島柄市内畑遺鉢甕tu墓出上のガ9ス只頸鮨J 「佐:l'i~占JI 

A固Ii軟育委JI会編2001「加llilll遭蹄J,I)柄*文化財諷売報告曹第い集

湯浅漏暢2001「四力t<il!ij;Jr佐n県文化財年投6 1999年度J

,r, 濯iili軟W委u会編2000訥精遺筋J£ら柄a;文化財霜査撮む書第59集

藤漏禎博19認 f赤坂古lllJ[定型化する古1ai11r,,,g1J1J』埋蔵文化財碩究会

佐tll¥HW委U会112001「三ヶ敷惰坂遺診」「檜Jt遭跡群1」佐I'(県文化財躙在賃告賽第148集

佐rrno,軟ti委II会編1991「ar.しHlill跡Jr郡谷遭跡J佐＂貼文化財調 ．在恨告宵第104集

佐I'{県軟打委U会編1973f.CI栖ilitlJ濾古!ft詳j佐＂県’文化 It調仝報告曹第21棗

松r6禎作19述 f渭尾古tt1郡について」「A栖史訣J第2・1} tl栖史談会

・l;IH息!:.・松尾拍作1949「es旭n転車工場遺跡J「佐JtW,史蹟名懇Ji.然記念物躙充籟柑J第8輯 佐償県軟W委n会

幻柄市軟＂全 n会編1984国寺謂ガ後PJtllJ!I栖市文化財調売籟告害第21島

“固Ii軟{/1;!)1会編19訊 r剣極前方後1111111il栖市文化財渭:ff.骸告袴第22集

佐 I'{~\立博物館1111978 『庚,,,改塚躙査輯仔書J佐灯県立博物餌調査研究曹第4集

A訊 Ii軟rt委U会編1976「m1t太rn古Ill調売及び保存エ軍輯告會」

佐＂限軟 ff委ll会編2002「永HI古lll詐 (llfllli坂古ljl)」「楡比渭跡辟21佐R県文化財潤査織I'汗『第150集

,(1柄tti軟介委11会1112001「水Ill古IQ群』 B柄市文化財調査鎌む害第絲集

〇柄.,,,,げf委Jl会編19邸「惰坂古項群J且栖1Ji文化財虞企観告苔筍27集

佐ft~し枚11委n会1111966「東I郡古f/1群J

B柄a;軟W委U会11120().1 「横./~占項群J.(渇市文化財調査損臼害第刀艇

佐nりし軟'fl委n会 町 釦 fllllt氾110'」＂粁 fi'lll'fJ佐＂県文化財潤査輯告苔第 104!1!

佐m,1軟fl委Jl会1111991「店む遺跡J「嘉谷遠踪J佐n県文化計嘱査籟告苔第104集

佐n,,o,軟＂委 ll会編1991f!Uiili新田遺筋」『都谷遺跡』佐＂貼文化財讀元恨告胄第 104集

.f.1捐市軟＂委 Jl会編1999r勝ft¥城 f'lf遺鯰J.n樹市文化財調査籠侶苔第57集

.n栖ili#.t'fl委U会紺 碑 r幸津冨提J.!I栖市文化財調企報告軒第75集

.f.ll!ii"l!illl轟委fl会編 rP->il'iili比第2を一脱始・古代編ー」 2005

-14-



第3章調査の概要

I 遺跡の概要

B栖 i「幸津町に所在する幸津迅跳は、朝日 山の南麓に展開する ~l:位段1iの樟辺部に位閥する。遺跡の東側は、

久留米方而から北上する JRI鹿児,:~,t,:線が北西に方向を変える地点にあたる。このJR鹿児島本線は、幸沖遺跡

の内側で「裟堤」を斜めに横切る。

「四堤」は、辺跡の東1111を蛇行しながら南流する安良JIIに沿って設けられた堤防である。安良川は、 古くから

暴tl!IIと知られ、 JIIに沿った本堤のほか、一定の間隔を開けて、閉提 （二線堤）がつくられている。この「霞提J

は、安良側上流に設けられた「平flt井樋」とf半に佐打藩士成宮兵旗茂安によって築堤したと伝えられている堤防

で、近世初期につく られたものとされる。

霞堤の開提は、幸津遺跡の丘陵東11!1に取りけく形で始まり 、IIIJ隔を閲けながら本堤に並行するように走り、安

良JI(をまたぐ半平抵の内西側で木堤と合流する。その長さは約600m、茄さ約5m, 幅約15-30mである。本堤

と副提の1111は、「堤l勺地」と呼ばれ、普段1よ耕作地に利用されているが、本堤が決壊した際には、遊水地となる。

JR脱児［炉本線より削絹の副提は、平成15年度に.!'.I栖市教行委只会が発堀讃査を実施している。潤究では、江

戸期から現代までの5次に渡る築堤の過程が明らかになった。第一次の築堤は、近lit初期の築造とみられる。第

2次は18世紀前半11i、第3次は19世紀前半頃、!fl4 次は昭和28年の「28水害直後J 、 第 5次は近年である 。 r.~1提

は当初、幅!Om、裔さ2.5mの規模であったが、顧次東側に拡張し現在の規松になる。また｀堤防の り先の必底

部には、木杭や竹杭が打たれていたことも判明した。

幸津遺跡周辺では、古くから集裕が存在したせいか、これまで発揺瞬究は活発に行なわれてこなかった。近隣

では、昭和24年に遺跡の北西約400mに位情するBS旭自転車工場遺跡 （現安良遺跡）から弥生時代中期頃の土器

や吏棺活、古1J'1時代前期と推定される石棺硲が潤査されている程度であった。近年、伽人住宅や摂合住宅の追設

に伴い小規校な潤査が増加した。

平成 7年の安良遺跡の凸査では．弥生時代中期の売棺秘30歩、土城茎 l甚．石棺硲 2基を始め、丹塗土器を持

つ祭祀Ht1,t;が検出されている。 この安良遺跡は、その位骰から昭:fl l 24年調査のB~"心’転車遺跡の北ii'!跳付

近とみられる。幸津遺跡のl!!il血に位餃する三本松母跡からは、弥生時代,1,期の竪ブ 棟、土坑6甚のほ

か、古代の揺立柱建物跡3棟がみつかっている。このうち、掘立柱建物跨 ）棟は、 lir1,.... , (22ml X梁行4IIIJ 

(11ml以上の規模を持つ大別の述物である。遺跡の北側を通るIEI艮崎街辺が肥前洒海道の一・部に比定されてお

り、これらの述物群が宜1紆関連施設であった可能性が怜1い。

遺跡の現況は、元撫地で竹林であった。漏1i.地点で近現代の竹磁も見つかっており 、一時期秘地として利)IJさ

れていたことが分かる。丘陵を越えた西謂には｀市街地が広範囲に広がる。占地図にも集落が記されており、幸

i1t町付近一帯は、占くから巣落が営まれていた場所である。

調査地点は、傑高約!Omの低丘駿の東開斜面地である。調査地点の西間は、ロ堤が接しており、その盛土の一

部が調査地点にも及ぶ。笈堤と潤究区のFLりには、暗渠があり 、l悧側へ水路が流れる。潟査地点の南閥を大きく袂

る形で水mが位舒する。後述する弥生の環濠がこの水田に向けて延ぴており 、本来の地形は、丘陵の舷辺部が巡

紐して続いていたものとみられる。遺跡の西側は、揉裔約14mの小高い丘になり 、頂上部はやや広い平坦面を持

つ。この付近は、環濠の内部にあたり 、遺跡の存在が予想される地点である。
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第4図 幸津遺跡調査位四図 {1/50000)
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n 出土遺構の内容

(1) 弥生時代の遺構

S001讀濯（第7図）

SDOI環濠は、調査区の北世から崩束にかけて、わずかに弧を描きながら延びる環濠の一部である。閃濠の尺

さは23.0mJ:).J:、低3.3-3.6m、検出面からの深さは.l.6-1.Smである。溝の断面形は場所によって.)'tなるが、

逆台形もしくは、丸底である。

治の埋土は、主として上、中、下府の3層に分けられ、各層はそれぞれ細分できる。調脊区北1ll1のAトレンチ

付近では、 J:Jillの上に包含陪がI!}:<堆積している。下層では、粘：t層と砂層が交互に堆積しており、水が滋れて

いた可能性が高い。

溝からは、弥生時代前期を中心とする土器や石器が多数出土している。各培ごとの遺物であるが、 ＂り、上層

が少汰であるのに対し、中層がもっとも多く出 Kしている。

下層から出土する土器は、板付na式-Ilb式、中層の土笞は板付Ilb式～前期末 （板付De式併行期）、上層は、

Ilb式から城ノ越式で、 一部須玖式土器が混人する。これらのことから、環濠の掘削時期は弥生時代前期後半、

埋没時期は弥生時代中期初頭から前'I'・頃と推定される。

SH07竪穴住居跡 （第8図）

調査区の東側中央部付近に位餃するSH07竪穴仕届跡は、平而形が隅丸長方形をし、住居の長粕方向に2本柱

の仕穴を持っ．住居の北側をSXllに、北束側をSX12、13、14に切られる。

住屈の規校は、長軸方向約6.6m、短輪方向約4.6m。検出面からの歴店は、0.18-0.2m。中央1:方形の炉穴を

持つ。炉穴の埋：1::1こは、焼：1::及び炭化物が認められる。炉の周l!HIこも焼土が広がる。出土している土岱は少凪だ

が、その形態的特長から弥生時代後期11,r半と推定される。

(2} 古墳時代以縫の遺蠣

SH05竪穴住居跡（第9図）

潤査区南東部、 SH06竪穴住居跡の南開に位骰するSH05竪穴住届跡は、ギ面形が開丸方形である。住居の削側

及び東闘を近世袋とみられる土坑1こり）られるが、その遺存状況から一辺が約3.2m程度の規校を持つと推定され

る。中央に浅い炉穴を持つが、柱,tは不明。出土した：l:器から、古lJ'1時代前期と推定される。

SH08竪穴住屋跡 （第9図）

調査区北側に位就するSH08竪穴住届跡は｀隈の立上がりは、すべて削ギされ、 一部残存する壁周溝と床の痕

跡により 、竪穴住届として認定。住居の平面形は閑丸方形で、1辺が2.2mを超えるが、正確な規役は不明。竪

穴内部には性格和Pl土坑、ピットが認められる。また、住居に伴う柱穴は検出されていない。

出土土器がなく 、所属時期1がが明だが、古項時代前期のSX04埋納土坑に切られるため、占項時代前期以前の

竪穴住居跡と推定される。

SH09竪穴住屋跡（第10図）

SH08竪穴住居跡の東側に位骰する。堕の立上がりはすぺて削平されているが、噸周溝と床の扱跡から竪穴住

屈跡として認定。住居の平面影は、隅丸方形で、堕に沿って周溝を巡らす。正確な規模は不明だが、 一辺が2m

を超える竪穴住届跡と推定される。

遺物は出土しておらず、時期は不明であるが、 SH08竪穴住居跡とその形状がよく似ており、 SH08酪穴住届跡

とほぼ、阿時期の古ttt時代'1itr期と推定される。
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SH06竪穴住居跡（第10図）

,.1:11f.1,( q1 央束晴、 SHOi竪穴 fl:I,•:·跡のill東側に位inする。Jl!fl!!の＇府の立ら J:がりが失われているものの、Iiぱ

・~(1:する竪穴fl:I、＋である 堅穴,~,~}Q)•雌i形は、悶九）i形で一辺が約3.0-3.2m.西↓楕"'央け近に焼tがあり 、

濱のjjj跡と見られる 。 fH1に伴うり1確な I.I:,'~は認められない。

mt・. した I:岱には、鉢、売があるが、その11滋時期は、古Ji'{時代中期末から後期l:j'jと推定される。

SX02土器埋納土坑（第11図）

oJl-1tl;(北閥.S1108堅穴ft/胡かの北開l~f((,7,'.するa ·1'-1fii形がぶ呟形をした：t坑である。 艮袖 )j!o',Jf/)J~ さ約0.3cm、

検11¥ffiiからの深さ約0.2mである。 I:坑のIll;部に j~f,杯の杯部3点が屯ねられ雌納されている。

SX03土器埋納土坑（第11図）

ぶ1f.ti<:.!t肛 SX02の北~0.7mの と ころに位ir1する 。 ·1勺Hi形がl 'I形をした I:坑である。il0.26皿 検11¥l(iiから

の深さ0.22m。 l:J1t底部に，;)j杯の杯祁2点が,[(ねられ埋納されている。

SX04土器埋納土坑（第11図）

，刈1H<.1t閥.SH08吸穴住糾跡とSDOIJ.i溢のlrllに位111する。'f!d1iJI幻がl'I形をした l:J;'i.である。!t0.25m.検:ti

面からの深さO.lm。険Illの段階で,¥'f,ffl肘召 11.'.(が「'*点を I・.にして11¥J:していることから、 I l!'. だけでなく、複

数雌納されていた,,r能性もある。111[納されたiぷ杯は、 I: 坑底部よ I)やや浮いた状態で1111:している。

SX11土坑（第12図）

SDOIJ.i松O)pり ,~に位!rtするSXIJJ:抗は、）-~ の不整影をした上坑である 。 H帷の I~ さ（東,,り）加））6.05m. 

既暢のI乏さ5.05m、検出1f1jからの深さO.i-1.lmである。大刹の迅構のため、 j,lf青の西閥祁分にトレン.,.を入れ

にとこなり）り合いを持つ複数の 1-抗 1こなることが判明した。羅必でさていない場,,rについても111数の I:坑が切

り合っているものと推定される。Pll1:1よ鳩渇色 I:とIll]貨褐色 （ローム） I・. の枇介 I:。沿物は少：,Hll I: している。

SX12土坑（第13図）

ぶff.I;(北西に位凶するSXl2J: 坑は. ,tr北1i l•りに主軸を持つィ違を形のk,l¥t」:!;tである、 西闘をSXII I:!}(にりJら

れる。K袖の長さ2.lm,規軸1.ヽIm以 I・.、検出面からの深さ0.8-I.Om。」ヒ間の墜が大さくオーパーハングしてい

る。l11ll:の状況から・気に埋められたと推定される。沼物は1111:Lていない。

SX13土坑（第13図）

ぶ1f.(~北Iりに位訳するSX13I・. 坑は.1li.lt)11,,Jlこじ輸を持つ4遠を形のK型 I:坑である。Jf輪の・!<さ2.3m、短肴II

の長さ < 4~k船） I.Sm. 船 ll1f1iからの深さ0.8m。"',.抗は、船II的にはひ とつO)Jl'II昇と与えていにが、掲削の

帖果、 ,f(複した ．：つの I:坑であることが削VJした，， 塊 I:は、黒渇色上とIJJ貨褐色 （ローム） I: のi比合t。

SX14・18土坑（第14図）

1J:11f.ll北,,ijに位骰するSX0J4I・. 坑は、東,,q/iii•) に .E.,h を梼つ平面影がli1円となる I:坑である。 l~輪の長さ2.3m、

11/槍Q)l~ さI.Sm、深さ0.6-0.Sm。北西謂をSXOI SJ:tjL Iこり）られる。埋J:は.:.le¥褐色J:とlV胤 ＇褐色 （ローム）J: 

のill介 t。

SXOIS I・. 坑は，易1叩 洒沿.SX12 I: 坑の.It開に位illする。東西）jjiiJに 1,袖を｝、ヤつと推定されるが、 ・部が品査

M外 になる 11'袖）i向の艮さ2.2m以 I:.鉗．軸Iii<りの長さI.Sm、検ll暉 iからの深さ0.8n,以 I:.。迅構の平1lli.ll,がか

なりいびつなため、複数の 1こ坑がif(複しているものと推；とされる。Jlj¥土は、).I.¥褐色J:と1,i貨紺色 （ローム）-1: の

説介 I:.
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"・ 灰褐色土 "令 霰11eり•土

"・ にぶい賛褐色砂買土 ,., 鳳褐~fl,賃土.. 灰褐色砧買土 ’’ 鳩灰e砂賃土

" 灰褐色土 ,., 灰褐色土

S001土層B
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I上層 畢褐~± 10. 中層

灰灰灰褐嶋鳩色色色帖帖砧賃●貫土土土

I f ~ 層 灰褐色土,. 鶉e土 11 20・ 灰褐色土
3・中層 翫鳴e:t. ,, 21 ●褐色土
ヽ

翫灰謁樗色&砧:t贄土 "・ 灰灰.褐.. 縄色ee土帖帖賃胃土土 ” 灰鵡色土,, "・ ” 
褐灰色砧貫土,, にぶい褐色土 ,,. 

" にぶい褐色土

1 
I11Cここぷぶぶいいい鳩謁鳩色色e土土土 " 灰灰灰褐褐褐色e色土土帖●土

わ 鴫灰色砧貫土

｀ 
" ,, 18 ._, 層

0 Im 
\-- ·~-• 一•一.,-rl

※ l・.lt,B1よ、 J:附Aと）j向を捐えるため、反転し、 トレースしている。

第7図 S001環瀑土隈断面図 (1/40)
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S619攘立柱建物跡（鋼14図）

瀾査区詐j西に位訊するSBl9掘立柱建物筋は、 銹 行1問 (2.84m)X桁行21111(4,5mlの規桟を持つ。・1:軸は、

N-45°-Wであ る。柱 の 掘り方は、 平面形が屈丸方形または長方形で、一辺の長さが0.4-0.7m。検 出面から

のuの深さは、0.4-0.7m。時期 を特定できる遺物は出土していない。

直

SX03 

血

饂

/ SX04 

:
 

U蕊

~ 
゜

Im 

第11図 土器埋納土坑 (1/15)

遺構番号・ 憧 別 出上遺物 i,f 期 饂 存

SDOl 環濠 土笞 ."/j笞 弥生昨代禎期後1'・
SX02 土坑 土師器 古ll'{時代前期 上闊岱堰納土坑

SX03 上坑 上師笞 古項時代lloJtll J:Mi器堰納1:坑

SX04 土坑 上師器 占!JI時代前期 土閾器堰納；I:坑
SH05 竪穴住l,'i U駈器 古l,tl時代前期

SH06 竪穴住届 t師器 占sn時代後期 カマ ドあ り

SH07 竪穴住居 甕．鉢 弥生時代後期

SHOS 竪穴住居 なし 不明 SXいに切られる。 ;!;!fl•»代1肖期か

SH09 竪穴住居 なし 不IJJ Pl81こさ られる。；t;J, 喜>ff前期か

SXlO ~"" なし 4渭l 怒穴住1、わか
SXll 土坑 土師岱 古項時代中期か 帖土採祝抗か

SX12 土坑 なし 枯：t採掘抗か

SXl3 土坑 上緬岱 古lJ'I時代中期宋から後期 枯・ヒ採掘抗か

SXM 上坑 なし 枯；I:採掘1んか

SXIS 上坑 なし SH07を切る

SXl6 上坑 なし

SXl7 k坑 なし SDOIを切る

SDlS 溝 なし SH07を切る。綱企a≫はS017
SBl9 揺i'r.lt注物 なし 弥生以降

表 1 幸津遺跡遺揖一覧表
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m 出土遺物の内容

(11 土器

遺構出土の：I:. 器を中心に 190点図示した。 特にSDO llll~出土土器が大多数を占める。竪穴住居跡及ぴ土坑から

も士器は出上しているが、その品はわずかで、沼構の中には時期の特定できるものも少ない。その出」：状況亨か

らみるとSDOIJll壕を除き、迅I胄出土の土器は、もともと少なかったものとみられる。

本遺粉から出土した土器を時期別に見ていくと、弥生時代前期後半から中期初頑、弥生時代中期Jiiド,,から後,,,、

弥生時代後期紺半、古項時代訛期、古Jj'!時代中期末から後期、奈良時代、近世に分けられる。これらの土器によ

り辛津遺跡の時期的変遷の栢向が大まかに把紺できる。

イ S001環壇下層出土土器（第15図）

SDOI環磁の下層からは、壺、売、生が出土した。鉢、店杯はない。下層は土器の出土拭が少なく、破片'tt科

も多いが、 21点について図示した。

壺は3点。 1は、壺の口絃から体部上半にかけての破片。土笞が祖んでいるため、凶の形が正錐でない可能性

がある。2・3Ii、底部の破片。底面沿部が外に張り出す。

甕は、口紺部から体部にかけての破片8点 (4-11) と底部の破片8点 (12-19)を閃示した。口緑部と胴部

に突帝を貼り付け、その突帝に哀I)日を持つもの (4・7)と口緑を「く 」キに1凪曲し、口縁端部に刻みを施すも

の (8・9)、砲弾型の器形で口緑部に刻みを持つ突帝を貼り付けるもの (II)がある。5・6は口緑部と胴陥

に突；"/を持つタイプか。IOは、屈曲を持つ胴部に刻みを施す突帝が貼り付けている。

甕の底部は、底面嬬部を張り出すもの (12・13・15・16・18・19)と体部と1氏部の校界が不明駁なもの (14・

17)に分けられる。14は、底部に穿孔がある。20・21は、森の破片。

い、 ーに ―v~-『三［ニ
, 1 

、＼＿戸脅, ' 

., 

三 [
、こ ； こ` 、、口 ／

¥JA八ニ二上、
第15図 $D01環漫下11!l出土土器 (1/4)
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口 5D01瑣壕中層出土土器（錆16~20図）

本遺跡で遺物のもっとも多く出土した場所がSDO!l.Q溢の中暦である。コンテナ20箱に近い遺物が出土してい

る。土器は、壺・甕が主体を占め、箋が僅かにあるものの、嘉杯・鉢は認められない。壺 ・売を中心に98点図示

した。

壼 (22~45)

口径が!San以下を小型壺、 16cmから30匹未満を中型壺、 30an以上を大型壺として説明する。

22~34は小型の壺。 22は口緑を欠く壺。頚胴部の境界に一条の沈線を巡らす。23は完存する小型の壺である。

器高14.0血、口径10.0an。口ほ郊下に一条の沈線と頚胴部の境に断面三角形の突帝を貼り付ける。底面端部は外

に強く張り出す。外面の潤整はミガキ。24は、類部から朋部にかけての破片。25は、径9.6四の小さめの口緑か

ら胴部中央付近にかけて大きく広がる。胴部上半部に沈線を一条巡らす。内面には、粘土紐の痕跡が忽められる。

26~29は口縁の破片。 30は頸部から胴部にかけての破片。頚胴祁に一条の沈鍬を巡らし、胴部に 3粂の只殻煎弧

文を施す。外面はT1'1なミガキ閉整。3!~34は、小型壺の底部。底部と体部が明瞭なもの (31-33)とやや不明

煎なもの (34)がある。

中型の壺 (35~39・43・44)は、 7点図示した。 35は、口径23.5四。大きく外反した口緑部下に三条の沈線を

巡らす。口縁部内面と外面はミガキ讚整。頚部内面に指頭圧痕が残る。 36は口径25.8口で口緑部下に二条の沈線

を巡らす。37は口様から胴部中位にかけての破片。径17.2cmの小さめなU緑部を持ち、肩部が強く張る。胴類部

に三条の沈線のほか、その下部に浅し、沈線により形成された四条の重弧文帝を巡らす。 36は、口縁部を肥厚させ、

頚部との境を明釈にする。 43・44はやや、広めの壺の底部。

大型の壺 (40-42・45)は4点図示した。いずれも破片のため、 45を除き径を求められない。40・41は、大き

く外反させた口緑の上嬌，下嬌に刻み目を施す。 42は、口緑部内面を肥町，させ、口縁部上端，下端に刻みを施す。

45は、口径41.Zan、残存高II.Zanの口緑都から体部にかけての壺の破片である。まっすぐ立ち上がる胴部にやや、

外反する口縁部がつく 。口縁部は肥瞑させ、胴部との間に段をつくる。口緑部の上婿・下端に刻みを純す。

甕 (46~70)

甕は、いわゆる如意形口緑を持つ甕と体部に突帯を持たないもの (53・57-58・63-66)、突帝を貼 り付ける

もの (51・52・54~56・59~61・67~70)がある。小片のため体邪の突笞の有無が不明なもの (46~50)もある

が、参考として取上げる。

52は、口縁部を強く折り返し、端部に刻みを持つ。胴部の突帝にも浅い肉）みを施す。見掛け上、亀の甲タイプ

に似る。56も52同様、口緑部を短く強く折り返す。突帝を持たない如意状U緑甕にも口緑部の折り返しの強弱が

ある• 57・58は、口緑端部を強く折り返したもの。これに対し、 62~66の売は、口縁邪の折り返しがそれほど強

くない。58の売は、口径23.8四。刻みを維す口舷部から底部に向けて直線的に下りる。外面は細かなハケ調整．

59は、体部の突帝がjljがれた甍。体部上半に指源圧痕が残る。60・60は、口紐部の外反が弱い売。体部の突帝も

やや下方を向く 。67・68は、体部に突帯は持つものの、口緑部の折り返しが強くない甕。69は、 口緑部下の体部

がやや丸みを持つ甕。口径26.4an、残存嵩ll.5an。体部の突帝は三角形状で、刻みを苑す。口縁部には刻みを持

たない。70は、完形に復元できる甕である。口径27.4an、笞嵩29.0an、底径7.4an、わずかに外反する口緑部から

やや丸みを持ちながら底部にいたる。底面端邪は外方にllllく。体部の突帯は、やや下向き。

71~84の甕は、口緑部と胴部に突帯を貼り付けたいわゆる「亀の甲タイプ」の売である。この形式の甕は、体

部が砲弾型に近い丸みを帝ぴたもの (71-77) と体部がやや直線的になるもの (78-84)の二つに大きく分けら

-30-
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第16図 S001環瀑中層出土土器① (1/4) 
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れる。

71は、口径23.0cm。0緑濯部と体部にやや下がり目の突帝を貼り付ける。この突帯には、深くしっかりした刻

みが施される。72も71同様なつくりであるが、突帝の刻みが浅い。73の突帯の刻みは深くしっかりしている。こ

の甕の外面は細かなハケ潤整で、内iliiには指頭圧痕が残る。74は、 n緑端部に貼り付けた突帝が口唇部と水ギ1こ

なるよう成形されている。74と団様な成形方法をとるものには、 75・76・78・79・80・83の史がある。75の突帯

からは、刻みが省略されている。突惰から刻みが省略されている甕には、 77・80・82がある。77は、体祁が丸み

を持つ姿であるが、突帝から刻みが泊えているほか、体部の突布が下向きに延ぴている。

78は、｛糾格が虹線的になる甕である。口縁部に水平方向に突布を貼り付けるが、口粒部分の突帝には刻みがな

い。体邪突',;7の刻みも浅く、まばらである。79の吏は、口絃部と突帝が水平に成形され、口椋部と 1釦部突帝の刻

みも小さいがしっかりしている。80は、 77同様刻みが省略され、体部突沓が下方に延ぴる。81は、口緑部及ぴ体

部の突布の幅がやや広がり、突帝の茄さも低くなる。82の口緑部の突帝は上方を、体部の突布は下方を向く 。突

帝に刻みはおされない。別の口縁部突杏は、断面三角形となる。1本部の突帝や突帝に施される刻みも浅く省略化

されている。 119は、口樟部に断面三角形の突帝一条と胴郎に突帝二条を巡らす。突杏の刻みは小さい。l201i、

大型の甕である。口縁部に二条、胴部に二条の突布を巡らす。 119及び120は、中期的様相の強い土器である。

85~ 114は、売底部の破片。底面端部がやや張り出し気味のもの (85-102・ I 12)と底部とイ本部との坑が不IJJ

瞭なもの (101-111・113-114)の大きく 二つに分類した。このうち、91・96・100・I12には穿孔がある。103

は、底都の中央が窪んだいわゆる 「上げ底」である。105も底祁中央が窪み、上げ底になる。

森は 4点図示した。いずれも口緑部付近の,jヽ 片のため、径の復元はできない。

ハ $D01環壕上層出土土器（鋼20・21図）

壼 (121~129)

壺は 9点図示した。121は、滋口緑部の破片。小9ヤのため、径は求められない。大きく外反する口縁部の・ドに

沈線を三条施す。122は、口録祁を欠く,,ヽ歴の壺。頻部と胴部に沈線で区両し、その問に三条の派弧文を施す。

底部はやや上げJiEになる。123~125は、中型壺の0緑部破片。123は口緑部内外面1こミガキ関整を施す。126・

127は、大型嵌の0緑。126は口径54.8cm。直線的に延ぴる体部から口緑部がゆるやかに外反する。口緑沿部の中

程がくぴれる。127の口径は61.8cm。口緑部を肥原させ、体部との境を明瞭にし、口緑部の上 ・ード端に刻みを施

す。128・129は中羽壺のI汲部。いずれも底部と体部の坑が明瞭である。

甕 (130~146)

甕は、17点Ii<!示した。口縁部の破片には、如慈形U緑で体部に突帝を持つもの (130・131・135)と、口様部

と体部に突布を持つもの (136}、口緑部の突帝が断面三角形になるもの (132~134)がある。 130の甕は、口緑

及び｛本部突帯の刻みが比較的しっかりしたもの。131の口緑は、短く 外反する。132の口緑部突帝は、断面三角形

でやや垂下している。胴部突寄は扁平である。 133・134とも口緑部突帝の三角形が若しい。136は、口緑部の突

否が刺がれているものの、若形の復元が可能である。胴部突滞は、突帝部分の粘土紐を貼り付けるのではなく、

口緑部下から粘土を貼り付け、突帝部分をつまみ出すように作られている。

137から146は、 甕の底部である。平底のもの (138・139・143・146)とやや上げ底になる もの (137・140~

142・144 -145)に分けられる。

147は、口紺を欠く溢．甚部の中央は、 PJ形に袂れる。 外面は縦方向のハケ瀾整。148は、平底の鉢。口径14.8

Cl11、底径7.8cm、器店7.&:m。149・1501れ匂杯の口緑部。いずれも鋤先状の口緑で、杯部の見込みは浅い。 151は、
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窃杯の脚部。

二 竪穴住居跡・土坑尊出土土器（第22図）

SH05竪穴住居跡出土土器

甕2点、高杯2点を図示。152は口舷部の肥rr/.した甕で、体部内而は削り調整。153は、布留系の甕。体部外面

はハケ調整、内面はケズ'}。154・155は、茄杯の杯祁。155は、杯邪の下邪に一条の沈線が施される。

SH06竪穴住居跡出土土器

売）点、 杯 l点を図示。156は小型壺。口径II.I叩、残存高6.8cm。やや内彎するUfl点にわずかに丸みを持つ体

部がつく 。 口緑部の調整はナデ、 体部外面はハケ閃整、内面は横力li•Jのケズ ，） 。 157は小型の杯。 口径13.7cm .

器硲4.4cm。口緑端部が外反する。

SH07竪穴住居跡出土土器

点 ） 点、鉢 l 点を図示。 1581がf'Ji.€の必。体邪上半は失われている。平Ii£の庇部から体部中央で最大径を持つ

ように立ち上がる。 外面はハケ調整。内面はナデ調整。底部付近に指頭1王痕がみられる。159は「く 」の字Cl縁

を持つ井。□径22.8cm、I汲径8.8cm、笞IXM.2cm。Ji(:部は平底で、穿Rを持つ。体部内外面ともハケ躙竪。

SX02; ヒ坑出土土器

扁杯3点を図示。いずれも脚部を持たない。160は高杯口緑部で、杯底部から外方に向けて直線的に延ぴる。

□緑溢部は大きく 1111げられる。口縁部と杯底邪の境は明瞭。口径19.0cm。161は杯部中央で段を持ち、口緑部は

わずかに外反する。IJ縁部と杯底部、の境はIPJ瞭でない．杯部と脚部との接合には、杯底部から粘土を充禎する。

162は、杯底部が広く、屈曲部からIJ様部が外方に延びる。161同様、杯底部から粘土を充槙する。

SX03土坑出土土器

窃杯2点を図示。163は杯底部と口緑部との挽に屈曲部に柑当する段を持つが、その校は明駆ではない。IJ縁

邪は、『［椋的に外方に延ぴる。口径17.8cm.164は、杯底部と口緑部とのI属曲部に稜を持つ。「l紺部はわずかに

外反し延ぴる。見込みは深い。口径18.J四o

SX04土坑出土土器

岱杯 1点を図示。165は．杯底部とn粒との111!1廿1部に段を持つ。口縁蹄は直線的に延ぴる。外面の調整は庖耗

のため、不明だが．ミガキ謂整と、思われる。内面にはハケが残る。口径7.0an。

SXtl土坑出土土器

壺l点、杯1/.¥(. 高杯1点の計3点を図示。166は、口緑を欠く小型の嵌。胴部中位で最大径を持ち、底部は

九底気味．夕暉iはミガキ濶整。167は杯．丸底の底部から口縁部にかけ緩やかに間く 。口径15.0cm、器高5.1cm。

168は応杯の杯部。杯底部と口粒部の屈曲部に段を持ち、 口緑邪は、わずかに外反し延びる。杯底部から粘土を

充瑣する。「！径17.5cm。なお、この窃杯は、 土師器埋納遺構と同様、杯部のみの出：tであるため、混入の可能性

が考えられる。

SX13土坑出土土器

壺1点をIii示。ほぼ、完形に復元できる点で口径IS.I四、器高29.0an。丸底の底邪から体部がゆるやかに立ち

上がる。胴中央部で餃大径を持つ。口緑部は揖口緑でわずかに外反する。口緑部の調整は、内外面ともナデ調整．

胴綿は、外面がクテ方Ji,Jのハケ潤整、内面はケズ＇）関整である 。
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ホ 包含層 ・検出面出土土器（第23図）

也含杓及ぴ検ti¥面ill」.:土器のうら、20点について図示した。

170は、如な状n粒の炎の胴部に突布を施したもの。刻み11',り略されている。171は、岱台。つくりは中空で、

「l絃部は外反するが、据部は体部からわずかに広がりながら下りる 。 器高20.3cm 、 0径14 .6cm。 172は、 ~II~状n

舷を持つ売の)1~1部に突帝を貼り付けたもの。 173は、口粒祁と胴部に突幣を貼り付けた甕、 n粒部突僻は， 口|吝

部ともに水平1こtt上げられる。胴部の突術は、非iii"Iこ扁平である。

174は壺のLI粒から体部にかけての破片。175は高杯杯邪の破片。 杯底部と 0緑部の間に屈曲部を持ち、 n緑部

が直線的に外反する。古II¥時代初頭のものか。176は小型の壺。胴部中央で最大径を持つ。n1を7.5cm.器謁7.1cm.

1771よ椀の破／ヤ。J.I..込みに店I・.目を持つ。178は、器台状の土製品。中央部を袂り、中空状にする。179は、鉢．

平/j知のJi~部からやや内i巧気味に体部が立ち上がる。口径11.3cm、器l,:-;6.9cm。180-185は、 m忠器の杯身。いずれ

も受部に立 ら上がりを持つ。小田編年のm-lV期に柑当する。186は、店台を持つ須忠器椀。奈良砕代の所沌。

187は、「I緑部を欠く直「I壺。球胴系の胴部を持ち、口緑部は直線的に立ち上がる。188は壺。平底の'"締部から胴

諏I• 央にかけ立ち上がり .JJU半は1引傾する。口絃部は鉗く外反する。189は、鋤先〇縁を持つ売。口縁陥は若

l'-Fがる。190は、広口壺の胴郊。胴部最大径は、 JI月部k位にあり、その部分に斯ifiiM字の突情を巡らす。外面

の汎校は、横方fりのミガキである
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(2) 石器

fi器は、 36点［没1示している。その多くが、 $DOI環J釦111:である。 SDOI~塩はその/!¥tJ: 器から、弥'Ii時代1iif

期後'fかがj1期1i1f'llの時期であることが判明 しているため、当該時期の石器糾成を知る I・.で爪要なMl-となる。

なお、各fi器の計測値は一覧表に記載している。また、本文中のけ斧lf;とは、 li}},:,lr/.+liと大船XJ00%で求め

る。l山i}}石斧の印さの比較9こmいる。

へ S001環11中・下層出土石器（第24~26図）

石庖丁

191は大1¥'1の外i:'iJJln形の完形品で、刃部の弧疫が強い。石材はi'fせ!t"1紗'flである。紐礼は.1ii1f11から俎H

した後にlul転穿礼される。1'i邪は、招切り技法でJヤ面からill/を入れ、割りJf(られた後に部分的に研序される。IOr

miは直線的で、刃部は1船｝に研ぎ出される。鎮は利YI販fだが、 力の開部にljj煎な研ぎのir位がみられ、碩ざ1[

しの可能性がある。片面の体部中央部分に索材面が残ti:する。 l~f面とも 、中央部から l.i:9~の沿部にかけてガ縁が

限滅する。192は大聞の外湾刃半月形で、紐孔部分で餃tilする。行材は頁沿買砂宕である。ilHLは、奴打の後に

LIIL 転穿イしされる。 1'r祁 、 体部ともに 'l'illに研If~ され．刃部は鉛の弱い両メJに研ざII¥される。研附1よ令体にniに

紺され．斜方Jiりの研l!'i痕を残す。193は外iが刃半）1形の端部の舷）ヤである。片む製。1'f部はんく、 J}部はlヤ））に

研附される。研l仔痕は斜）i向に僅かにみられる。破捐部がイ渭i瞭で、他沿種のよ成品か、転Ill品の11f能性がある。

柱状片刃石斧

194は小唱の柱状片m,斧で、基部から胴部にかけ破mする。石材はホルンフェルスである。1勺葡形は台形に

近い。側1lii形はfilH.面とも緩やかにif!曲し、袂りは浅く、})邪の鉛は,1,1月瞭な形態である。 fill!/~!よ）＆部と11,j」こ油i

が中心で、閥面にはmかに敲打痕が残る。横断1n11.t!杉らみをもつ台形。 ），~部と刷祁を結ぷ柚線からねじれるよう

に})部が開ざII',される。})絵はlfj耗する。

砥石

195は},:,l('J.砥石の完形品で、形態はプロック状の1/(ガ体である 。 iE ii,,i 岩焚• I」は細かく 、サンドベーパーで

2000番#I'りである。l<iliiと開面の2illiを使川している。m'.き砥ィi、または台IiとしてJUいられたのであろう。

両刃石斧

196は太内蛤）Ui斧のJJ部破片で、刃部転を復元すると、 7.5-Scmになる大型品である。{i材は安U1'i-l。)1部

の1勺oi形は弧状に研1111する。一阻籠憫lfiiとも全面(i)fff'iされ、側面は1friをもつ。横断ITiiは側部のみ直線的なlill'l形

である。全面に縦方向の細かな研！”がみられる。））祁に細かな湯離痕がみられ、使11-J痕の可能性がある。本沢料

のみいけからIii上している。

197はTIヽ内の1,l,jJJ石斧で、刃邸と必嬬部分を欠損する。fi材は細粒砂宕である。基部は円）＆で、刃部に向かっ

て船を広げる。横断面はやや扁平なIr.Iり形。主cr,iを中心に、縦 ・横 ・斜めの各）i向から細かな(,JfJ/うが枷されるが、

ll!li面は研磨されず渦絹痕と祖打痕を残す。臥斧弁；は55.4%。

題石

198は想く,Ill離し、 →面のみ使Ill面が残什する。砂む製。砥石のI]は細かく、粒J父はサンドペーパーで3000番

り1当である。tU:げ砥であろう 。

磨石

199-200は安Ill岩製のJffl石の破片である。2点ともギ面はl'I形、横断1011i!il円形であったと．思われるoj,Lj机iに

研附艇、11!1面に芯打痕を残し、敲石としても使JIIしている。
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スクレイバー

201-205は全て安111岩製である。

201は横長渕）ヤをぷ材とする。打面はnt.頌面。'/'f面はネガテ イプな一つの渦雌llliで、Iヽり様の渦片を連萩してィ;

核から;ill)縦したと思われる。主汲湖隧1liiは数形渕離が,,,,じで、下辺に主要剥離貞i開から潟性潟維を箱し、 7)部と

する。Hツ）で、})fりは58゚ である。一方の側辺は政後に折られているが、.a:閃的なものかは不191。-rr面側）H点に

は微細l!lll雌と1炉成がみられる。202は縦長母1)片をぷ材とする。打面はU然1葡。一）10) 1お辺はflt.-!:面で、 ,~1面から

の刺謂で澤くしている。 反対1ll1の仕辺に、両lfliから瀾笠剥饉を施 し））部とする。 !Iii っ た l~i))で 、 J]fりは56. であ

る。f:l:1IJ痕はみられない。203は横艮剖J¥・を索材とする。打irfiは折り取られておりIf幼状は不191.笠形油）離の後、

打lfliを除く秘辺に両面から瀾整剥躍を施す。主要潟離ilii11!11こはる両})で、））fりは62゚ である。最後にJJi1tしとし

て、 -/rifiiff!Iから打面を折り取る。その際、 ,n雑1)離面の右側辺の｝）部も折れているが、慈Iえ1的なものではないと

息われる。'IV圃謂の他のガ松には、徴細湖陰と1仔耗が観烈される。204は -:illを大さくJlrり取っており、渕片と

打曲の形状は不明。・・l'-i前I'月形である。JJ部は両月で,fdiHfiiから潟整み）績を施す。}JIりは7が である。l山jjf,jの刃

祁縁辺に微細渦離がみられる。両面を入れ杵えて使mしたものか。やや凧化が進んでおり、縄文時代以,111の6器

の uf能性がある• 205はl:Iの想い湖J¥"を素材とする。Pl誼状の平面形である。ilij刃で、 J.:•JSの絃j)1は固,iiiか

ら~l<. "f'I; はllfii面から細かく刃邪の凸粒潟離をrrう。刃／りは26゚ で、他の;h料より鋭い。両llnの})舷全周に摩

滅と微細渕隧狽がみられる。

揆形石器

206は， I: Iの渦1ヤを素材とする。:1,材は安Ill岩。・/r面にはfl然面が残{{する。2つの艮辺に対になる泊れ

（附段状渕雌） と f'i極蜆9離がみられることから 、 i知1形石器とした。 消れはセ要~I雌 1ffi を切 っており 、 割 り取っ た

,1.IJJ'; を素材に、IAi極打法で小型の瀾Jヤを取7っうとしたnf能性と、実際に楔としてmいた可能性が杉えられる。本

来の刃fiJ'雄'tれのため不明である。

使用痕のある剥片 (UF)

207は:.1,1罐石の縦艮潤片である。打ifliは自然面i。・1.r面の潟離は縦方向が,,,.じで、縦u泊IJ¥・を連続して'l!)り1収っ

たうちの 1枚と苓えられる。）)fりは下込が42・、艮辺が25゚ と鋭fりである。 F端の辺の・/'ii側に;~If; 状の微細緑1)

雑、外itJする一）iの側辺に三El/J状の徴細剥雌がみられ、渕離の形状が}I¥なる。1'辺と開辺で機能を料にする可

能性がある。

208は!,I.¥B且石の縦長潟Jヤである。打面は不IPJ0尖瀾図主要剥離面間の左r・111111111:i;i然面が残1?する。一方の沼

1111する艮辺側に、両面の刃緑に徴細湖鰈がみられる。 }Hりは41 ・ である。 209は安111むの縦長~l)Jヤである 。 打 i葡

と .Jiの長；』が日t.-!¥面で、プロ ック状の石核から渦陰されたと．思われる。・/riliiは縦方向の魂離が i:体で、縦長孔

片を取っ ている。 もう 一方の1l11辺には刃部の潟整~)離はなく、 m葡開を中心に微細緑9雌と Jf, 耗痕がみられる。潟

片の形状をそのまま残す片刃である。刃fりは部位によって幅があり 、34・ー44゚ である。

石核

210は：.(¥曜石の小型石核である。剥片を割り取った作深iliiは一面のみで、打撃は.u・2方向に打1u1転移してfr

われる。 tfj(ljは l'lf.-!\面で瀾竪はない。 ~)離の大きさは 2cmX2t'lll以下で、縦横Jt I : Iで,1ヽ型の表l)J「を割 り取っ

ている。UFなどの小型石器）nの石核か。211は黒曜石の石核である。作業面を変えながら1司・）i向から述絞して

打撃を加えている。 ~I雌は 3 面のみにみられ、 他は自然面で本来の礫の形状をよく WIめる. tr面は自然面で、隣

整はされない。ただし、実測図上で左測の面のみ、承11院面に打面転移を行い、横方向に剥l雌している。剥離面は
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↓とさ 3cm、幅2.5cm程度で、・/f面が自然面の縦長渕）ヤを割り取っている。自然面を湖ぐ途小で廃免された可能性

もある。212は安Ill沿製の石核である。打面、作栗面をともに転移しながら、全面に打然を加えている。ゑ1)雌の

大きさは不1,;;いだが、小府で横長のものが多い。 実測l迅上で右謂の面のみに、自然面が残什する。部分的に、 ~)

離面の校」こに版打痕がみられ、数石と して転用された"f能性がある。

ト S001環壕上層出土石器（第27図）

石庖丁

213は小殷の外符JJ'l'fl形で、紐孔昴分で欠捐する。刃部は研ぎ直され、直線刃に変化している。ィi材は立'j,i

殺の赤紫色泥沿。社孔は、同転が礼による 1イしが残f.?する。行部は而をもち、体部の断面は直線的に、JJ部は1山,j

刃に研Ii,される。実渭図左miの溢部から刃部左開と、その裏側の燐部は、縦方向の研店で鋭く研ざ出される。体

部の研おは斜方向が主｛＆左面の刃部稜線上と体部を中心として、全体的に庖耗する。

扇平片刃石斧

214は完形品で、 6材はM灰宕である 。 石材の府理は開面側に入り 、 主面と平行する。 平面形は台形、 G~ilii形

は前主面が直線的で、後主I目は緩やかに笥曲する。刃部は横方向に緩やかに研ぎ出され、縞はイ,l¥lJ瞭である。研

府は全ifiiに施されるが、開部に潤竪潤攘が残存する。両主面と店部には、柄との緊縛による紐ずれ痕が観租され

る。

柱状片刃石斧

215は小朋品の基部から挟り部の破片である。石材は層灰岩。甚部は尖るように、扶りは浅い台形に研Jf'iされ

る 。 li~ :I:面、後上面ともに緩やかに湾曲しながら 、下方に向けてff/.みを増す。横断面は艮方形。研府は全面にtll

く抱され、前主面を中心に潤離痕や敲打痕を残す。一方の側面1よ剥沼した後に再研磨される。版打段陪に破損し、

再利用を試みたものか。

両刃石斧

2l6は ,Jヽ駐の 1~]JJ:rj斧で、基部と開面の一部分を欠tuする。,/:j材は緑色片沿で、彫理が傾l面に入り 主11iiと,,!行

する。平面形は台形で、刃部は弧刃に復元される。開面形は扁平で、'})部は(Iiiった両刃である。横断面形は中央

が膨らむ長）i形。i:11iiは、斜方向（こ柑く研J打され、長辺を中心に製作時の打裂痕を残す。側面は横方向に研磨さ

れる．非常に薄く、加T斧として川いた叶能性もある。駁斧中は34%。217は今山税玄武沿製の太形蛤刃石芹で、

])部と基部を欠mする。平面形は、碁部が狭く、刃部に向けて広がる仕台形である。両側圃中央に、艮軸方fiりの

緩やかな楼をもっ．横断1屈litはlfj.みのある楕f'I形。基部ll!Iに妓trlliを残すが、下部は縦、斜方向にT*Iこ研窮さ

れる。下端には大きな捐れ面の上に連萩する潤離痕が見られ、破損後に改石に転用されたと息われる。I'/.斧半は

71.6%。
砥石

218は方形の11.¥fiで、 51/iiを1虹rJしている。砂岩製。粒度は、サンドベーパーで400-600番相当の巾目である。

実ill躯1」・.方の面は、蔽m後に再利用され、本来の平面形は細艮い艮)j形と思われる。

磨石

219は小芍.l'l形のJfl.[jで、火成岩製である。全面に妓打痕と研磨が切り合い、とくに開面は横方向の研JI}で

面を持つ。横断面形は長ガ形である。衣屈l的に作られた形態であり｀石錘や他のm途にrnいられた可能性もある。

ただし、紐ずれ艇などの他の使9月痕はみられない。
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紡錢軍

220-221はJ';i't呪の紡錘卓で、 2201;1l/2の残{(-.221 は完形品である。 2 点とも l•il転穿礼で、両1ruからイLを穿

たれており.I勺邪直径は220が0.5t111、221が0.6cmである。憫部は研1/jされて面を符つが.220は笠形が雑で、悶）L

)i形に近い。221は1り形に復元される。

チ その他の遺構、包含層出土石器（第28図）

224: SXIO、226・227:S001上部包含吊、その他 ：検Ill面/J¥上である。

石庖T

222は人型のご角形石版1ーのi肋111:品である。.(j材は頁岩代砂内。紐孔は団転穿孔で、内径、外径ともに小さ

い。風化が巡行し、研屯扱は加Jj。断面は薄<1杖線的で、｝）部はr'i刃に研ぎ出される。fJHL邪を通る破mの後、

再研9釦こより 1~部がil'illlrする。*l'ti釦 Lが 1孔存在し、そこから破捐しており.Iり）1111: のが礼途i111:1月れてl佳菜

したと思われる。 形應的に新1期に属する可能性が科い。 223は横艮の外汀刃 ~•-Jl 形で、石材は ii.沼殺赤紫色iM料

である。争,JHLは版す「後にIi.ii転が孔され、後の研磨により出打痕が狽跡的に残る。最大I'/.!よ』IHL付近にあり、 '/'r部

は尖るように、 JJ部は両刃1こ研ざIJ¥される。研府は縦）i向が主1本。両面とも、向かってIr.憫の刃部から体部にか

けて摩滅し、紐.fLには紐ずれがみられる。

石剣

224は小門の庖哀6刻または石桁で、ほぼ完形品である。石材は以宕質砂宕。薄く平Jl!Iこ研窮され、鉛は1山i1hi

とも不IV]煎である。側部は店端から 4an程度まで研恥され、面をもつ。 横浙I葡形は）出部が¼<J,Jli、}) 祁は細長い

六/11形で、鋒祁は紡錘形である。風化しており、緊祠板や使用痕1よみられない。225は打峯庖製石食りの小咆品で、

鋒部を欠mする。li材はKり灰岩である。生部の平面形は1!!1角、関部は鈍fりで緩やかにi1'/llliする。JJ部は 1こ）jに向

かって1((線的に輻をl~める。横断llii形は菱形。関部から茎部に全る側lkiと溢綿は横方向の（叩fjで面を持つ。

憂石

226は砂＇む製の小斤！砥石である。（（［方体の完形品で、全面を使Illしている。粒度はサンドペーバーの1000番柑

当で、中IJである。持ち砥石であろう 。

不朗石器

227は I・字状の形態の石器で．石材は安Lll岩。細かな刹離でT寧に整形している。4つのiたり部分にはfitかな

渭れが観r.1され、使/IJIJ'.(の可能性がある。縄文時代のものか。

-49 -



＇ 

--~- ---―- --― 、□_e. 二~'', ごーニロ;
＇ 

11 

111 ~ ロ
＼ 

¥I 翼ば疇
くこ二＞

二
[

。
10cm 

第28図包含層検出面出土石器

-50-



lc'l2 翠津遺跡出土土器一覧表

t~t,cl 番；｝ 沿H 掩沼J Ill l:ill情
法Jil(cm) 

色I闘 む録香り・ p I. 
I llf. 芯硲 駁径

15・1 ,;x 弥,,,1・・笞 SDOll.ilな”” 12.7 (9.8) 
浅貨楼色亨

妬0600060000 露以:ro8so 2 1 
8 

15・2 3汲 弥生 l渇； S0011.l!J.Q ド~1 (2.6) 8.4 にぷい

15-3 " ’’‘ 弥生土お SOil! 環塩ドM (3.7) 14.6 屈色

15•1 ＾ “ 噸

,_弥生 I:沿 S001頂溢卜憎 (4.8) 浅~,位色色 06000600303-090 86 15-5 弥'EJ:2. SDIJJQな n~ (3.8) IIJl!llti 8 
15-6 

史史 ト虹弥'l'.也I: 岱
SDllli..l溢下M (4.0) にぶい投色 0600珈 I

15・7 SDOJl.lt溢fl~ (6.6) 黒色 06003105 
15-S 央 弥,1,.1:z.; SDOl&l~ Fl』 (5.8) I 投色 碑 3085 8 
15-9 売 ~ ヽ~. I: 沿 SDO!ffl塩 ド附 (3.0) ,~ ぶい褐色 060030Si 
15・JO 売 弥•i'.l:z:I SDOJ/,11.IJ;l ド~~ (2.6) 匝色 06000600303088 69 8 8 15-11 ... 

弥生 l:Zii SDOl.fll溢卜・iii 22.8 (7.0) 淡貨色

15-12 戻!ー 弥,1,1:2. SOOIQ塩 Fl/! (4.3) i.O 没貨代色 06003079 8 
15・13

弥弥'生lUJ-::-2li 2, -- SSDODO !Gl~ 下~~ (4.4) 8.2 にぶい位色 06003072 8 
15-14 llllJゑ下M (5.1) 5.8 にぶいR色 0600.1077 
15・15 ~ 弥'1¥1:2:i SDOllll塩ド料 CS.i) 6.8 にぷい,/j,褐色 岬 074 8 
15・16 体')'.):む S001環壕下M

喘：翡
7.9 にぷい杞色 06003073 

15・17 ... ^  弥11,.l:Z. SOO!r.l塩RTW 10.0 にぷい出色 06003076 
15-18 売 弥't1:2:1 S001環屈下り (2.6) 7.6 にぷい褐色 06003075 8 
15・19 史 弥11¥l:ili SDO!J;l塩r''-'4 (3.3) 7.2 I~ ；ぷ込い!1!lぷ色

如 Oi8
15-⑳ li. •!t-'EI: 岱 SDOI!;ll~ rW (2.0) I Ill色 06003083 
lふ21 li 弥生J:2:/ SDOl!;t塩下~1 (2.9) にぶい褐色 06003084 
16-22 ,/:¥ 弥生 I:岱 SIJOIQ沿ヽl•~'l (8.2) 5.0 暗灰釣色 06001啜 _8 
16-23 壺 弥11¥_t祐 S001環塩•I•層 10.0 14.0 6.4 1こぶい貨褐色 06001989 s 
16-24 ,/:! ~•'"I: 岱 SDOI環塩ヽl•Jl'l 17:i) にぷい貨屈色 06003181 
16-お -./:1 弥't.l:沿 SDOIQ環溢壕••It••II¾~ り 9.0 LJll.1) 昭褐色 06001984 8 
16-26 ~ 弥1HI:祐 S001 10.6 (6.0) 浅貨R色 06003168 
16-27 ,/:j 弥1tl:器 S001環壕•1•%り 10.6 (4.8) ほ色 06003169 8 
16-28 ,l,l 弥'EI:召 S001環磁•l•l,,f 11.4 (2.81 にぶいは色 06003167 
16-29 ,a 弥生 L:岱 S001環塩•I•»! 14.S (3.5) R色 06003170 
16-30 'Cl 弥生 1:お S001閲松•Iヽ柑 (5.8) にぶい位色 06003182 8 

116-6-33~ 2 ~ 1 
,Ix 弥生.I:お S001環塩中層 (1.9) 5.0 にぶい控色 060031119 7 ,a 弥~~ -•' " t Ii : : 岱召． 

SDOll>I塩•l•M (1.3) 5.6 樗色 060031 
16-お 噸 S001環壕•1•層 (3.9) 5.6 にぷいR色 00003118 
16-34 壺 弥'EI:岱 SDOl!;!J_g中屑 (3.8) 7.1 にぶい代色 06珈003苺116+— 
16-35 w. 弥生 1:n S001環9岱I•層 23.5 (10.3) 浅貨怜色 8 
16-36 <:! 弥生 t沿 SDOI棗壕'i喝 25.S (7.5) 浅貨ほ色 06003180 
16-37 :fi<:I _ 弥弥', "-r; t 召 SDOl!>I塩中別 17.2 (19.7) 投色 紐 1991 s 
16-38 1::1:/ SDOIQ~•1澤 24.4 (6.6) 橙色 06003173 
16-39 <I! 弥11,1:岱 SOOIQl:1.•l•Jj,j （お.9) 8.9 IJI赤褐色 06001986 
l&-,10 ,c! 如 ti沿岱L 戸 sDO凶I元叩磁•I喝 (3.2) 位色 06003l iS 
16-41 ,cl 涵北 中崩 (4.4) 位色 06003176 
16-42 ,ol 弥'EI:岱 SDOI環~•l•Ji>! (3.1) 灰貨褐色 06003174 
16-13 ,,. 弥1t・I沿9 SDOli.l壕•I澤 (3.9) 10.8 浅貨楼色 0600311ヽI
16-14 "' 弥'El:岱 S0011只桜中眉 (8.0) 10.0 IJJ~1紺色 06003113 8 
16-45 'lX 弥生I:~ S0011.t~'I喝 47.2 (IL2) IJJ,¥: 褐色 06001983 
17Jl6 甕

戸弥堡'IUl女: 笞
SDOI環.lll•l'),_~ (3.5) にぷい貨楼色 060030-13 

li-47 売 SOOli.t疫•I喝 {3.7) 代色 06003171 
1たIS 甕 弥,,,. .1: 器 S001日壕,,悩 (3.7) 浅貨投色 06003178 
17-49 

売甕 戸弥叫11,1澤: 愕
SDOI日P.l•I•~り (4.9) 昭灰色 06003040 

17-50 SOOI環壕,1,1,,i (-1.6) 灰褐色 06003035 
li-51 甕 弥'1,1・.器 SDOll.\'t壕•I•~>! (6.71 9こぶい褐色 06003034 8 
17-52 完 弥生 l:ji:; SDOll.lt壕•l•>il 17,6) にぶい出色 06003029 
li-53 児 弥生 I:~ SOOlllt疫•I咽 (7.3) にぷい橙色 06003032 8 
li-54 吏 弥'i, I力,~ SOOl!lt塩•I咽 21.7 (6.6) にぷい褐色 06003031 8 
17-55 -: 閂~止'IU:Z 岱

SOOlt;! 壕•l•M 21.4 (9.2) にぶい貨ほ色 (>6003102 
17-56 SDOlllt塩,,激 28.2 (7.0) R色 06003098 g 
17ふ7 完 弥り•, I:器 SDOIJ.ll溢•I • ~'l 20.5 (6.6) IJJlll色 06003097 
li-58 完 弥,,,.1:笞 SOOll.t壕,,喝 23.6 00.3) 柑色 06001988 
li-59 “ ~ 弥'I,1:21; SDOIQ溢•I澤 23.8 (17.3) りj褐色 06001992 
ti.GO .. -分；ヽlei:岱 SDOI!Qlll•l•~'l (7.1) 灰貨色 06003103 
li-61 甕 si;1.J,I: 器 SDOIJ,\l壕•I •~~ (8.ll 灰褐色 06003033 8 
Jiふ2 吏 弥!l,l・・苔 SDOlt\1/2•1喝 (5.9) にぷい褐色 06003042 
17-63 皐 弥'.Iii:器 SDOI環磁•I喝 (7.2) にぷい褐色 06003037 
17-&I 甕 弥生J:?.:; SD0ttQJ2•1•k,i- 届 7) にぷい貨杞色 06003041 
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1•1 1>1 紺り· Ziff! #ilJU /Jll:i11情
法_;,,(cm) 

色1111 む泣香り・ PL 
n往 芦裔 麻it

1177--6W 5 甍 弥1LI:硲 S0011.ll~ り咽 (8.7) 灰褐色 06003030 

ュ-甕}-史-―― 

対：!t I: む S001環塩＇！澤 (SA) :).¥褐色 00003108 
17-67 

謬I •弥弥)l; 坐'•·i-k ~. L匹LI: ヽ~岱お岱． 

SDOll.lt.!ll•l•M 加.9 (6.0) 位色 郎00碑
17-68 S0011.\l疫•I咽 21.9 (S.0) 位色 ~060000駆1993 17ふ9 S0011.lt汲 Iヽ咽 t6. ヽI 01.51 代色
li-iO 

S001&! J.,l桜~•• Il咽•I,~ 
27.4 29.0 IPJ.¥湛褐色 06001987 8 

18-71 史 弥'E1:111; SDOI 23.0 02.1) にぷい貨柑色 06()()1998 
l8-i2 史 ガ；ヽEI:岱 S001ば~•1 • ~'1 26.J (9,9) 貨ほ色 06003101 
18-73 央 弥'El:硲 S001税塩,,喝 お.4 (12.1) にぷい貨褐色 06001994 s 
18-7-1 央 弥'"-t硲 S001/,l溢,, ,~り 25.0 (8.2) 

灰灰性iii翌褐邑色
06003094 

18-75 史 弥生I:岱 SDOJJ.;!JQ•l•I\~ 28.8 (8.9) 06003122 
18-76 

i= こILI ガ沈性¥ii嗅;'生ヽU1 ・. I.. t1沿・.笞硲器9 

SDOIQば01°,,1 お.0 (8.9) にぶい貨位色 060()1勢
18-77 SIJOJJ,;IJ.:l•I•~~ 29.5 (7.8) にぷい貨褐色 0600312-1 
18-76 SDO!J;!jなl•~·l 22.3 (6.0) 渇褐色 碑 3100
IS-79 s凶JJ環.;!J)な~•,I,,1 23.3 (5.9) にぶい貨粒色 06003099 
18-80 売 111,,1, ~-岱 SDOI ,,~ 以，8 01.4) にぷい贔r.t色 碑 1997
1s.s1 売 弥'1,1:岱 SOOI環塩ヽI•~~ 23.2 (9.6) にぷい貨褐色 00003095 8 
IS.82 史 弥生i:芯 SDO! 屎塩,,,~~ 24.6 (8.5) にぷい貨褐色 06003123 
18-83 

仁：ご
~'Iこ I:硲 SDOI環}~•l•IM 24.4 06.2) 1こぶいIt褐一色 06001995 

18-!>I ~'.le iゴ岱 S001~1~•1'1; り 25.5 (8,5) にぷい性竪I!,-戸06003⑱ 311堡52~ 19-85 

！II -性保弥』鬼'i1 -,. I. l1 沿:ir.ぉL _ -

SDOI環採.,,,,,, (4.8) 7.5 囮色
19-86 

：ニ
旦S001 環塩.,.,~ (4.1) 7.6 授色 06003050 

19-87 Jill磁• I湖 (<1.4) 8.0 にぷい貨R色 碑 l053
19-88 1111塩,' ',,"~"".., (4.4) 9.7 浪貨氾色 06003166 
19・&1 売 弥'i'.I:召 S001環塩 (5.0) i.2 /;J色 0600.105,1 
19-90 売 弥11,1:沼 SDOJJ,,! 塩•1 •1;1 (5.4) 7.5 灰褐色 0珈 30.55
19-91 甕 弥q,I: 器 SDOI閑塩•l•'i"l (5.2) 7.6 楼色 06003027 
19-92 売 休'l,tね SDOll.;t松•I•刷 (5.9) s.o ほ色 06003052 

1199--99-3 1 し 売 弥生:I:お SOOI 環塩ヽl•/1'1 (5.3) 7.6 にぷいほ色
細(螂)600305115697 -0 完• 史一 一弥弥‘1貼tl: 店硲

SDOI 環』2ヽI•層 (5.3) 8.2 にぷい位色
19-95 Sl)()l!l! 溢ヽI•層 (6.0) 8.2 投色
19-96 売 弥•t I: 石 Sl:>01屈環覧屈出ヽ1•柑>14 “ 

(6.9) 8.3 位色 06003025 8 
11)-97 撚 弥'l,J:岱 SDOI (9.6) i.6 椛色 06003161 
19-98 売 弥'Ltむ S001ばな中杓 (10.4) 7.1 にぷい貨IU色

006003600300115 7 19-~I ぼ｝弥11;1:お SDOIQlがI•層 (9.5) 7.S 位色
19-100 

日弥謳1L 1:21¥ 

SDOll.t.lll•l•~'l (10.0) 7.S 淡<!•楼色
碑060033002168 

s 
19-101 ;— SDOll.lll,,I, 層 (9.6) 8.2 にぷい沢I:!色
19-102 S DO1 >0 l1 1!l! .i 溢塩• l • 層 (10.5) i.:, 浅貨,~色 060030-16 
19-103 完 弥1tl:お s •I•.-.! (6.1) 6.6 ほ色 06003150 
19-10,1 翌 弥'"1:Z. SDOlf只桜••lI喝•i.'l (5.1) 6.2 没貨位色 如 157
19・105

皮^  弥•t·t:Z. S001環以 (5.7) 6.0 
芦_i il 危色

06003153 
19-106 寮 弥'LI:お S001因塩•I咽 (5.7) 8.0 0600315'1 

19-!0009 7 8 - i 
饗如1,1:1.'i［ 

SDOll.;t~•I喝 (6.3) 6.6 淡,1,1も色 06003158 
111-1 SDO!i;tなり喝 (6.3) 7.2 にぶい位色

0600碑 33115551 19-1 史 SDOI Q~•Jヽ.~ (6.、I) 6.l Jfi.1'1色
19-110 史 SOOIJ.lll2 • 1喝 (5.7) i.6 R色 06003156 
19-111 !;If 弥,,,.1:笞 SDOI環~•1喝 (i.O) i.5 IJJ赤褐色 0600313•1 
19-112 

“ ^  弥'U:岱
SSSOOOO00II1QJll環→なJ.Q壕-り•• II •~'l 

(Ji.II i.4 位色 0600叩必
19-113 売 弥'"t岱 •M (8.9) 8.0 IQ色 06003149 
19-114 史 弥'Et沼 ·~·1 (JOA) 8.0 1こぶい位色 0600箕!14
19-115 必 弥'El:if./ SDOIGl~ •l•l,1 (2.0) にぶい紺色 0600316↓ 

19-116 '---li. 弥'~. I: お SDOIJll/.Q•I舟 (3.0) にぶい褐色 0600郷•I
ぼ117L...li. 弥,~I:硲 SDOJJ;;iJ,ll•I•~~ (2.0) 

灰沿f色l 色 0606000033 163 
19-118 li 弥'1:1笞 SDOll.lll.:t•l•/i'l (2.G) 162 
20-119 亮 弥'f-1沿．荏 S00面1尿ば疫なI•~~ 30.4 (8.6) 位色 06001996 s 
20-120 央 弥1tl:笞 S I•111し1 50.8 (IS.2) 代色 06003125 ， 
20-121 ,/:l 弥生・I:沿； S[)()I』lll'.f[l:・.lljk~ (5.21 ilc/1/l,l色 0600謡 3
20・122 ,&. 弥'IiI沿9 SllO!Jlll'J (6.7) 4.0 浅/1/lQ色 0600函 9 ， 
20-123 "" 弥'I-:1, 器 SDOI J.l壕 I:~~ 19.8 c1.2l にぶい褐色 0600珈 2
20-124 ,& .;.);'El: 笞 S001環塩 1:1'/l 26.8 (3,5 灰(JI!, 06003061 
202(). -125 ,a 弥生J:硲 SD<ll環屈 1:1(1 l7.5 °13.6) ほ色 06003060 

1:16 

'心^-"' . . ． — 心弥11,,1,； 席

S001環塩J:附 団.8 (M.O) 
ほ-に-ぶ色いV-i褐.色

000030il ， 
20-127 S0011;! なI・納 53.4 (8.9) 060600003瑯1375 

， 
20-1お SOOJJ,! 塩 1:1.-1 (4.6) ID.I f(t色
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挿因佑I} 沿棟 袖別 ti¥ t辺惧
法品 (cm)

色』 ~fJ番り’ p I. 
llif. 溢/.'~ 底径

20-129 甕 弥lj,LI,; 
SSlOO)OIIQQJ:Q 磁lI:.:-li! 層

(5.6) 10.2 位色 0600如 6
21-130 売 ． 嵌1,1: 沿岱 24.7 !6.3) にぶい針褐色 06003131 
21・131

E!= 羹弥11-:度1渇9

SDOl&ll".11:Ji~ 祁.6 (9.0) l:t色 06003193 

2211--11333 2 
SDOI環壕 I:層 25.0 (5.3) ia& 0600319,1 
SDOIQJ~l:1/1 以.3 (<1.4) 浅/fl橙色 06003196 

21-13~ 完 弥11,I: 召 S001閲ねl・.Jlf 蕊.8 (3.5) 浅貨R色 06003195 
ll-135 甕 弥生 K器 S0011¥1磁 Iこ層 32.4 (9.5) 

I IIJこJ赤ぷい褐色Ii! 色
06003132 ， 

21-136 "' ~ 弥•t-~笞 S001閲磁1:%4 31.6 (18.,1) 06003203 
21-137 受 ガ：'F.tお SDOIQ塩1:11§ (3.5) 6.8 ほ色 06003192 
21-138 売 如 t.1:笞 _mfil.s001i.l1;1~l;\l • l:W C4.0) 7.1 ほ色 ()6003201 
21・139 詈 •J:i;'k I: 召 I: 絹 (4.7) S.O ,~ 色 0600.1200 
21-140 央 弥'"1::1.'I S001環壕J:l¥'l (4.9) i.l にぶい位色 06003187 
21-141 売 弥'Iii:召 SDOIJ.l松.I:層 (6.5) 6.7 1(1色 碑 3190
21-142 “ ~ 弥'1;1:2:1 S0011,1な，I:附 (5.8) 7.i R色 06003191 
21-143 完 弥•t 1:2:1 S001環塩上枡 (7,9) 5.8 1a色 06003! 邸
21-144 売 弥ヽ ti:硲 S001匹J:,~ (8.7) 6.4 ほ色

060030600311邸89 
21-145 売 弥'l'.i:2, SDOI環~-t~'I (8.Sl 7.5 投色

21-1'16 更 弥'kl:2ii S001環溢J:~り (18,3) 7.S 位色 岬 188
21-147 lt 弥,. , uU ; , おお. SOOJr.t塩 1:,~

．． (1(71.-.S9) ) - §逸 06003184 
21-148 

硲＂If. 
SOOIJ!I塩 l・.'ll 15.2 6.5 にぷい貨位色 06003135 ， 

21-149 戸,,;i,,1;1: 岱 SDOI環塩」渇f 31.4 (3.9) 汲貨鐙色 06003059 
21-150 -、~~ff.If-戸休11¥I: 溢 SDOIJ.I塩上附 26.4 (6.8) R色 ()60()3129 
21-151 'E l:Zif SDOIJ>I塩.u,i 06.0l 17.2 R色 螂 139 ， 
22-152 壺 I: 帥荏 SH05 12.2 (5.l) にぷい貨楼色 06003019 
22-153 ，，筑 -J: 師召 Silお 14.6 .-1.!3,3) にぷい色貨位色 0600碑 33011107 
22-154 屈If I: 邸笞 SH05 1<1.8 4.6) IIIJ,¥¥褐
22-155 1~1,t: I・. 師石 SHOS 15.4 6.2) 位色 06003018 
22-156 、M

虚 SH06 II.I 6.8) にぶい楼色 060030刃
22-157 沐 SH06 13.7 (4.4) ,,,, 灰色 06003021 
22-158 ヰ:.,訃._ f-~弥'1, 1:2' SH07 (11.0) 6.6 IVJ,1; 褐色 06003022 10 
22-159 、 l•. I:岱 SH07 22.8 14.2 8.8 l!J,¥111)色 06003023 10 
22-160 店杯 l:D酎召 SX02 19.0 (5.8) 椛色 06003109 ， 
22-161 ぷIf l潅．緬笞 SX02 li.8 (6.5) 浅iti柑色 06003009 り

2222--11662 3 ト邸,¥"/i杯 虚 SX02 19.7 (7.1) IQ色 06003010 ， 
SX03 17.8 (5.4) 1,1衿:,ii)色 06003011 ， 

22-1&1 硲打 1:06岱 SX03 18.1 (6.8) IJJ赤褐色 06003012 ， 
22-165 府杯 I: 鍼沿 SXい li.O (5.5) 1こぷい位色 06003013 
22・166 汲ヽ K緬岱 SXJI (6.6) 浅貨楼色 碑 3016
22-167 鉢 t蝸召 SX!I 15.0 (5.1) 投色 06003-015 
22-1総 (.$ff' I: 蝸乙 SXII 17.5 (6.7) 投色 06003014 ， 
22-169 'IX I・・緬已 SXl3 15.1 29.0 IU色 06()()3024 10 
23-liO 甕 灼；'Kl:岱 SDOU沿訳L含M 22.5 (12.21 灰貨褐色 06003001 
23・171 と売. 台 ~ 弥弥~ ー ''E E--lI :: r. 硲 S001 I・. 掲包含層 14.6 20.3 14.4 ,,¥¥褐色 0600珈 I IO 

23-172 SDOI I: 邸包含M 26.6 07.2) R色 0(,003002 
23-173 甕 弥'EIこ器 SDO! I潅t包含府 36.3 (IS.I) IJJ褐色 06003130 
23-174 ,61 I: 閾岱 SOOIJ.: 渇包含附 JS.S (i.5) IJJ,!, 褐色 06003003 
氾 175 硲杯 I: 緬む SOOU: 部包含N 20.0 (6.5) lfJ赤褐色 06003007 lO 
23-li6 ,ct 弥•kl:~ SOOIJ: 昴伍含削 7.5 7.1 楼色 06003006 10 
23-177 械 ~~ SDOU滋6~含附 <• .7) 9.2 オリープグ,,.ウ 06003008 lQ 
ね•liS t閃品 弥生上芯 SDOI.I: 部包含~1 8.8 にぶいほ色 06003141 
23-179 fl: 弥'l'.l:?.; 包含層 14.3 6.9 にぶい貨位色 06003140 
23・180

M杯'll.ll. 
須忠む 検出面 13.0 3.7 Ji<. 色 06003142 

23-181 珈印召 検llldlf 12.7 3.2 Jli. 色 06003143 
23-182 n溢 須忠岱 検UI面 14.7 4.3 灰l'I色 06003144 
23-183 杯身 頚忠笞 検Ill面 11.3 (3.6) 灰黄色 06003148 
23-184 t-f: 身 須恵硲 検出面 12.2 5.1 灰1'1色 06003146 
23-185 Ii'身 須息岱 検出面 12.3 4.4 灰色 06003147 
23-1泌 ff身 須忠沿 検111面 II.I 3.7 灰色 0606000033 1<1, 
23-187 壺 J; 師召 検Uldli (14.4) 浅貨ほ色 139 
23-188 壺 弥'1:1:註 包含層 14.1 (13.9) 8.7 IJJ<.11褐色 0600珈 3 10 
23-189 甕 弥l_j;.J:匹 検検/ll d1i 30.6 (11.4) にぶい貨投--色

碑Of.003:!091382 23-190 !ヽ! 弥'!cl:沿 出,r,i (16.5} 6.9 楼色 JO 
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第3表幸津遺跡出土石器一覧表

挿図番I}這掬登U爵サ 出・ヒ鰊点 む憎
法 ... (<11) 

刃角 611 懺サ
紋k~ ttx幅 最大厚 重紘

2•1-191 0600Ji32 S001'1•11! /il!iT J.1.1 8.S 0ふI 174.5 •0-56" n11n1れ't 孔内111fヽ,0..如 ,.,, fr＂ /l2＇ヽI . .S/!お • 紅

2•1-192 0600370S s001111騎 6成T [9. ぉI (6.3] 0.7 59.2 30・ ＂む nrtn !^S頁flll嘉.紅定:l"-外[LIti.Sal孔2.Soo

24-193 06003i06 SDOl•I•~ lill.!T1 (6.0] [U] 0.5 20.6 2•' 片l'l

24-l!M 碑 3;02 s001111層 nwヤJHilf. II.< (3.6] (4.0) 227.6 oo・ ＊ルンフ.1.ルス

24-195 （細3ilZ S001'1•111 低1:i お.◄5 10ふ5 7.25 J.110.0 化馘n

:11-1% OOOOJ6潤 S001ド彫 太影蛤JJ/ilf. [9.S) (5.95] (4、OJ 213.2 56" 安,1,n

公~197 ＂叩 J699 S001•1•1!1 両―J)li斧 {9.9) [6.05] {3.35] 318.2 纏tt紗む

公 1緊｝ 00003713 S001ヽI•層 紙{i IS.SJ (6.75) 0.9 42.6 紗む

益 199 畑 3717 S001•1渇 lllfi ls.•I (6.0) {ol.71 m.6 安JIJU

庄以n 碑 3716 SOOIヽI澤 1/j(i [8.5) (6.11 [5.05) 317.4 安a1,,1

2£,.201 碑 3719 SDOl<i'/11 スクレイバー S.3 5ふ 22 邸.4 58' 安dll'I

硲碑 畑 3722 soo1111.w スクレイパー Z.65 5.iS J.2 16.6 56" 安1htl

匹公B 06003m s001,11層 スクレイバー •.O S.2 u 30.0 62" 安,1in

お,201 U細 7:?0 S001ヽI•層 スクレイバー 3朽 5.15 1.2 21.8 ;5・ 安1ll'i/

公・邸 06003―ヽム SOOl•I噂 スクレイバー 5.2 s.o 1.0 2,1.0 26" 安11J'il

i,;. 邸 畑 372<1 SOOl•I• 眉 揆影6苔 •.7 6.2 1.7 汲 安,11柑

26,2Q7 U細 727 S001中層 使"'痕のある“片 ,.o Z.7 0.6 u 心/25" illlltli 

26・ 碑 U碑 726 $DOIヽI潟 即II叡のある~)\· •.I 3.5 I.I 10.$ 41' !II嶋Ii

26・ 碑 U細 725 $001ヽIヽ層 t~III艇のある .ti\· 8.3 <.4 2.1 ”‘ 34~•• ' 安,i,v:

沿-211> 00003;29 S001中増 石I貞 3.5 4.0 ?.3 7:1.0 聞罐Ii

蹄-211 06003130 S001'1• 層 m責 4.0 S.4 s.o 115.4 聞l/l(i

26-212 1匹 728 S001'1'/ll m責 •.9 5.7 <.3 1,!>.0 安lh<I

27-213 IJ600J.07 S001 、~Jil IiなT (6.i5] [3ぶ］ 0.65 ぉ・' •2/00' ~; 蒙色祀i'.I ~ヽ1,t:r10,贄..3Smt'f#ll.6.xw 
＂り ff.0.b

27-214 00001;0, S001. 頃 日平HうJG斧 5.0 3.8 1.2 扮.8 ”“ ，，，灰n

27-215 06003703 S001.l'.JII ltWt刀6斧 18.4] [J.7] [3.7] 訟.6 ~- ＂灰 ,I

27-216 06003701 S001、1:111 樹J)(i)f. (7.-1] [5.0) [1.7] 101.0 鉛・ /';,; 

2;.m 06000700 S001.1:III k形納Jlli芹 (12.8] {;,4] {5.3) 800.0 £it:~l ?di骨

27-218 ＂如 J.I SDOI I: 騎 紙" (JO.I] (12.25) (5.15) 総5.0 紗む

27.219 06003718 $001 t,111 Jf!fi t,l.75] •1.95 2ふ5 72.0 火絨む系

打・220 06003711 SOQI t.111 紡鋳ヽ μ (4.91 (3.3) (0.6] 14.6 ,rn 孔ft. •.• 

ti, 口1 0600Jil0 SDOl.l:.111 紡錘収 ↓1ふ5 、1.5 0.5 n. ヽI n・ む 孔ff. ••• 

26-2'12 畑 3733 検ILL画 (j磁r 10.< 6.7 0.32 32.0 38' mm砂n 孔内闘IHI嶺<足•軍3.llooり,.. fl,.,.,, /12. 紅

砥立3 06003a1 検出面 11,i; r (1;.6) Iヽふ 0.13 i6.5 38-•6" ＾蒙色泥む ,,lf,. 虹:..,"<fLf閾fO".年"'l,ffltff,L0<l.7軍

砥 22,1 00003バ渇 SXJO l/1費ii灼.,fil!I 18.2 2ぶ 0ふ 38.8 56. ,mn砂i:

露硲 碑 3709 検111直I 内費I漬り l-1.8) J.4 11.01 22.2 22・ 屑灰む

露ね6 姻 3715 S00包含1」層』総 11.¥li 4.4S 2. 功 ?. ぉ J,l..t 紗YI

祉 m 碑 3731 soo:g_1ltヒl;f饂 1溝)I;む 2.8 3.$ o.s 6.6 '/,11IH: 
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第4章まとめ

1 . 幸津遺跡について

罰 t迅跡の，刈1f.では、弥'l"I,~代1前期の閃濠 1条、後1リl1iが,,の竪祖r,,,滋跡 l 棟占li'I時代前期の竪火fl'J,•:·rが1 棟、

t幻 I!納 I・.坑 3)ふ，1訊1時代"'期 ～後期の竪穴,~1丙跡 2 棟、 上器採拙)Ji:とみられる l:J:,t5 Jと、時Jり胚IV)の柑1、'lll:

建物跡 LBL澤を検Illした。

閑炭は、弥生時代1UIH妥,,~ ,こ拙削され、り消I龍,,までにJり！没したとみられる。，逍介で検出 した環沿Q)Jをさは

23mであるが．これは¾1~のこく ・祁に沿ぎない。 ;n路の地形及び北祁Iし州の1i~)YI~涵、特にfir.tiいと野の消閲JJ..t

松を参ちに・術It迅跡の閑桜を復;i;すると ~H各150m. W径J30m の横[~に近い卵形に復元できる '。 l..ll::11知祁の状

況を窺う'U料は少ないが、環淡11iの多::,tの遺物は、よ潟介厄に弥生時代1iif期の集料の(?(F.をf想させる。

また｀ 長軸が6m を超える人刃賂火U:I,~跡の存化は、後期の集浴がはとんど知られていなかった安即111.:iやの

低位段丘祁における後期前.,.• の集｛かのl'rifcな梵凡例となった。

,' iii'\時代 111!JUIの J:岱~I!納 I・.坑1よ．為u:のH部を折り取り重ねたものを小さなI:坑1こ涅納 したもので、これまで

佐釘県内では知られていない·11例である。 佐T(·f'野では、弥生時代から 占1/1時代にかけて）~I'や逝の廃絶に11巧

儀礼で完形の I:器をlllいることはあるが、邸杯の杯部のみを屯ねることはない。なんらかの祭祀に/IJいられたも

のと推察するが｀現時点では、その性格をIJJらかにすることはできない。

いくつか切り合いを持つイ遠を形の1こ坑は、出土土器より古It'!砧ft中期から後期を小心とする時期のものと推定

される。 これらの I:~んが、 F部にイi・在するローム~'I に述していることから、 t占上の採掲を,~的に掘削されたが;・t

採掘坑であるuf能性が，埒い。

掲ヽ rn建物跡 I械1:ついては、所属時期をIV」らかにすることはでさなかった。 IfllJX 21111の111111を持つことか

ら、弥'E時代以砕のf狛望であると推定される。

2. 佐賀平野の前期環壕について

これまで佐竹県で'ili認された前期閑淡は、s;mが 9 地}.'.(である ''• l;tfiltギ野や多久盆地、伊）j叫 Ii域では確認．

されていない。1i,1IりIii『ドに過るuf能性が翡い小楠it!¥が以外の閃淡は、いずれも前期後半段l抒にIll現する。l'I¥没I!,

叫り11雌iから1ifl'I"・にかけての時期である。当該期の沖fll地 Kの只泌はよ兌兄である。

渭跡名 所在地 時 期 規校 (nrl Ir. J5・ 

八ツ叱金丸遺蹄 i!l和Ii 叫UH紀l'- •l•!Yl切頂 430m 

栢~I逍跡 f.ll和Ii 1WJUll&: 'l,- 11•J!lliii ・ド 14.500m 

町,11辺路 みやさfflf 前期後半～中期初頭 9.400m' 

瀬Ill'.遺跡 古野ヶ里町 前期後'I'-巾期初頭 320m・ 

松原沿跡 古野ヶ，Jし員f 1ilf期後半- 'I•期M!Jit 17.300m' 

,'-1野ヶ'll.itl跡 神埼ilif.11 l'i~JUI/妥こll- '1-• IIJJ1WI'· 20.000m' lllT'::-i,;!J.¥,t,: 地区

古野ヶ'I!迎跡 神I/fr市郡 前期後'I'?-中期初頭？ 3'10m' 古ffヶ'llli:陵地区Ill'!.

的Jc本煤木遺跡 悼1釦Ii 1¥4期後キ-•1•)01初頭？

小楠迅跡 武雄,li 1ii/l!llliil'l0? - rl•WIWIJI! 19.000m← 

表4 佐賀平野の前期環壕
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A 前期環濠の規慢と立地

.:. tしらの閃泌は、その規校により1111,;i濠の平1lii形がl'l形で、内1¥¥20m前後の,,ヽ 芍のfi;li¥!(八ツ ~R金）L逍粉、瀬

ハ¢泊跡. ,'i野ヶ 'll.ji[跡，'i!!f ケ 'IUi陸地！メ IH<l と｀ （~）棗淡の平面形が楕l'I形も L くは卵Jfれで、内径が90,n (jff: 

,iiを含む ）を超える）,-'l! の環淡 (f,;lt遺跡. 1ar,tr遺跡．松屈（逍踪、小~Ii辺跡、，'i野 ヶり狐｝蹄Ill f-: ~,!.I\木地区）

の ：つに人;)JI]でさる。

k!I'の屎泌は. Ir. 陵頂部の斯にm没を巡らし ．丘陵m部が小山のように盛I)I: がるクイプ（小悼辺跡. fill迅

跡）＇と 段Ii:の・J</ll部分に閑泌を巡らし、その辺を段fr.粒辺に沿わせるタイプ（松原迅跡 • 町,11遺跡）、あまり

Jt, 切淡のないti:1凌の頂部を取りl川むようにJll>'.;!を巡らせるクイプ（古りIfヶ'II.遠跡tu手二本!!.¥,t,:地1べ）に分類でさ

る いずれも低位またはq,位段Ji:J:I:営まれ、 J但定される閑濠の面積は9.000-20.000mである。

, 1/fり 11り1'l粉は - ~ぶi約20m<1)丘陵頂祁1こ位骰し、県内では舷大の20.000m・というJよ）くな曲紐を閑泌で取りllll

んでいる ,• Iり品には｀竪'i'dW;ゃ貯磁穴が多数つくられているが、 1li/JUばから1隕 II肖'I'のものが多数を占め、

1.;i濠掘削時期のi!lt,/1.1はとんどみられない。ただし 、J,¥1泌からは、 0暉l後半段附の沼物も-111'1'1数/Ill:することを

みても、 J.;!汲L出J辺に'~.ili空!Illがあ った可能性は1,;;い。なお、 ''¥ji'.l跡では、閃濠哩没後も1凶両そのものは雑作され

たようで、 中期初頭以砕、翌穴ft/,•;ゃ l:JJL等が環沿内部に如I• し、完tif必等の1/1~は．閲泌の外開1:岱まれる傾

I• りがある.mr,ti迅＇跡は日濠内部にl!'i滋火を持つ。前期後平段閉の貯蔵,'(の数は少なく、 iii/期木に人I)増加する。

閲沿l勺祁Q)竪穴U:いは、 q, JUJ IJJ煩以砕につくられる ． 松似迅跡は、 1il/!UJ 段陪の~,,,~,.•:·は、はとんと‘検Illされて

いないが、 1恥祓i¥は散見される。q,JUI iiiげから餃)¥にかなり数の上坑が検出され．盛行期を迎える。

小JりのJ;i液は、いずれも1'1/111-'Wを）ふ漏とし、出人n・ヶ所をイiする。 ，,,りIfヶ'I¥遺蹄の,Jヽl¥'!l只濠は中lltのirlfW

ゃfjlJ・ドにより．濠以外の情報は得られない， 古野ヶ !l[Ji:駿地区111えの環濠は、 1i1JIり1環淡の北謂に隣接する。

,'i野いIし迅跡の大小の閑濠iとはば、 luJ時期に岱まれるとサえられる。瀬 I!(,遺跡は.I.¥?泌や内部施成につい

て，記述がなく．詳細は心,1だが.l:xf1fliやが真で判晰する1如）、その内祁に"'i該期の辺構は！いiたらない 八ツ牝

全）Li,'Uがでは、 ,,;i~の掘削時期に竪i\: lH•:· I 抽、貯蔵,, 2 駐が存在する。 続く 111J!UW段階にも緊,i:!~I、,;.と貯祓火

が{i-(1,することから .J.;! 濠が慨能する期間に集浴関休の遺情が営まれたとみることができる。ただし、 1.;'1泌内の

tfti hi1よ Jli1i~Iこ狭く、複数のU品がlnl時に営まれた可能性は低い。

B 前期大型環濠集落の変遷

贋 fヶ'IぼuがIJ..I前期Ill泌ド駁没後、 11淵lfi:I凌j也Iズ．を中心1:,1,mrn佑卜から中期,l,;Iこかけ集裕が袋まれる。その後、

後期Ii)頃に11<JIUJ環濠の1りi側200mのtr.陵先t',olからJfl.丘おの北を巡る約•IOh:iの規関を，冴るK規mm泌艇伶が形成さ

れ．後JりJ,l,まで維持される。

松J以追跡は、屎沿や硲地が•I•期から後期にかけて網紐し、後期後半段隋に多沢の環泌を巡らし，その内部に祭

楊を息わせる空間が、没けられる。m泌からは 1:i:;を始めとする迫物が多hいこIllI: する。昭./1140年代には．この環

ぬの11m,付近に位骰した弥ヽJ:.時代後期の{i棺硲または如w窮からぷlllill'LJJI LI. 鉄剣 II I. Ji格規m川1111餃 Icfli 

がIllI: していることから、後期段附の松原辺跡は、東沿と特定似I)、gが付まれた迅跡とみられる。

員f1li沿跡では、 1i1fJり11.ll濠1こ沿って後期,,,頃に環濠が,,.掘削される。環濠の内外祁に後期1l1itiからよの集俗が党

まれる。

小楠迅跡は. •l•IUI段閉に一時集落の規悦が縮小するものの、 1ilf1Uli.!淡1"ifl月に位択する．丘陵の斜1f1i部に後期段附

の ＇（；\火 ll: I,•:·跡からなる集沿が形成される。
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第29図 佐笠県内の弥生時代前期環瀑
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C まとめ

①佐沢平野でiiif期に形成された環濠は、 小型と大型の 2樟類に分類できる．

② liif期の大規楳J..I~を有する遺筋 （集落）は、 1祈絞的であるが中期、後期と継絞し、弥生時代を通じ当該地区

の拠点的集落となる。

①について、八ツ並金丸遺跡では、環濠が埋没するまでの期間に内部に竪穴住届跡が餃けられたことは、 r,11述

いないようである。 このため、この小型只濠が、貯蔵1,を1!11むだけのU的でつくられたとは芳えられない。ただ

し、小"-l:.l壕の1阻if/Iは320-430nrと狭く、複数の仕届が伍1時期に岱まれた可能性は低い。吉野ヶ里遺跡では、同

時期に大型と小型の日塩が近接Lて営まれる。 このことは、両者に性格の差が存在したことを推測させる。想像

を退しくすれば、小別環塩は豚やイノシシ等の家畜の飼ff場を1!l!む空間ではないかと推寮する。

R について、前期段階に環濠を巡らす遺跡は、中期・後期と遣構が存在し、弥牛時代を通じて緞拉的に営まれ

た集浴であった。前期の大規閑環濠集俗のうち、町1/j遺跡 ・松原迅跡 ・吉野ヶ里遺跨では、後期段陪にifiび閑沿

を巡らせることからも拠点的集浴として位骰づけられる。なお、前期哀滋集洛は、現段階では佐fl平野の東部地

域にfJ;;在する。地図に環濠集落をプロットするとイf1Jlli毎に注ぐ中小河川付近の段丘に作られるケースが多くみら

れるため、佐Ti中部地域の巨瀬川 ・係瀬川流域や佐竹西糀地区の祇園JII.六角JII流域でも将米発見される9引能性

がある。

, IU)やiMl筋では．環濠を第29肉のよう1こ艮｛をISOm.貝径130mに復元しているが．再度現地を防をしたところ、州北閲）JI句

にさらに大さく延びるIOJ能性がある。

2) 檜I判j的丘本煤木遺跡の閑泌は、廷!l:ISmの 1/(線的な濠で．地形等をそ慮にいれてもどのような形態,~なるか心JIである。

このため．今府の存烈から1よ係外する．

3) 4)津遺跡は、段fr.hi辺部が,,ヽ1(111)ように磁l)j:がった新部分を巡る.m濠の検出1fuと西鱒Q)I,;餃頂儒では4mの比碍花が

あり．形態的には小樟遺跡例に近い．ここでは、 r交丘のむ辺部であるが、小悼退9が例として序げる。

4 ) これまでの.~,い里遺跡のI釦期閃濠は、 ti/鋼が卵形で．北韻が説角1こ尖った三角形に復元されている。これは． （!Y油1複

元した前期環滋の北9月の沿 WI入りllが{f-在する郎分）を,,,期切慎I~揖間された条濠の一邸とし.1ii!JI/JQ濠とJ,(りりする．

② • l •IPIIリ頭の条液の北開を内北）沖）に延びる訴面v・図形の沿を前期哀藻の延長と身える。 ことを恨1l!にしている。 今1111.

小~Iの環濠を復元した際．小型環濠の延艮と断面V字の溝が択なったことから ． これまでiii期環濠 ( k.!l'l ) の一邪とみら

JLI; 液は．小堕m濠を構成する濠の・祁と判駈した。ただし、これまでヽI'期切頭とした条濠の/JI人り 11付近の環液1,と1，層

から'"・ 城I蟷式の十．おが多址に出上しており、巾期の条淡説を袖依する。しかしながら．土岱の1111:地点が環濠の/JI人

IJ IJけ近に近いことも考え合わせると．環濠の揖I)込しではないかとゲえる。あるいは.,,. 期段階にすで1こJIP.没しつつあっ

たlil期環濠を利川して、条滋を1引掘間したと想定する．
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佐m.1軟付委tl会 r町111遺跡J佐灯県文化財漏企骰む冴第6S集 1983.3

佐rt!¥¥教打委U会 rtcfftヶ阻遺跡一平成2-7年度の発祉,J111f.の慨要J佐柑児文化財閾査骰；＇漬筍 132集 1997.3

東仔扱H教fl委Jl会「松厄遺跡7区」求Tl桜け文化射潤企報告，,,筍20集 1997.3

神埼町教11委1-l会 「的丘本/,I,¥.+;遺跡J神埼町文化財;11111.慎l/8第II集 1985.3
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3 出土石器について

幸津迅跡S001環泌UJJ:の/:i器について、絹1成、咆式（石材を含む）の観点から名寮を行う。ただし．今1111瀾

介されたのは閃濠の一部分のため.fi器の様相を完全に反映するものではない。今後の調在の院に、より詳細な

検村を行う必要がある。

A 組成について

SDO I~ 濠IllLの6器の絹1成を表と 1りグラフで表した．分類は、国立歴史民族博物館1996「農9芹開始期の石器

組威 1」の分類を一部改変して）IIいだ＂・ 出土l.1数が少ないため、特徴的な点を刷別に拳げる。

S001環濠石器組成表 （未報告含む）

巾 ・n1 J-.~'I 
石庖丁 5 I 

l山j)Jri斧 5 2 

H状片JJ,6斧 I I 

品・rサヤ刃行斧

゜
I 

紡錘車

゜
2 

砥6 2 I 

If, 石 2 I 

小隕fll礫 17 2 

スクレイパー 5 2 

UF 15 8 

RF 4 I 

楔形石器 1 

゜行核 14 3 

石器績l成でhいも特徴的なの11.• •l• -F/l-'! 、上吊とも

にJniJ.:具 ）としたtr製利器の多さである。石器の出

[・. 点数の4・,',)以 t.を占める。これは使JII痕のある栽

片が多いためであり．使い捨て用途で多数作られた

とみられる。この種類のィi器はu・r,1・的に使用された

のであろう 。

逆に、収1極H、石斧類、加 r.J1-2、漏理具は少な

く、特に加工斧は中暉では 1点のみである。木器

穀作があまり行われなかったのであろうか。

また、武器 ・狩猟討iの割合が中下li1とI'.屈で変化

している。この類!¥'!Iiiゴ鏃がまった<Iii土せず、 小

瀾理μ
1.5% 

加 [J~2
1.5% 

5001中下層石器組成

枷工具I
25.43'1r, 狩猟具・

武沿
17.29% 

SD01上層石器組成

鑢 I
11.499' 

/JI C斧
1.2% 

狩猟n・

栞

翌の1 り礫が多数II\ 土し た。 1~1示はしていないが、 fl然礫で、 長さ 3 -6 cm、幅2.5-4 on、匝さ 2-4 cm. ofti,¥ 

20ヽ 110gに収まる。;J"O,lの平均ff(は46gである。これらは1団りを中心に出 Kし、.!:Ji.'!にはほとんどみられない．

このことから 、前Jり）後・i;-末の限定された時間船で使用され廃泰されたといえる。同様の1り礫は｀福凶県小屈,Ii

JM辺の沿跡に類例がある。-:沢Itり1/1,辺＇跡では.!ill期中葉～未の閃濠から多数が出土 し、石製投弾とされる・"・

武器か狩猟iしかは現状では判断でさないが、小罪と.€)柄の類似性が伺える脊料である。 li鏃が不在の理由は 、 現

段階では'Iり）断でさないが、柚Jtの八ツ並金丸沿跡"やIHI・f'-野の古ftヶ里遺跡●，、その周辺の環濠内からはl.i鏃

のIll上が確認されており、潟査部分から偶然発見されなかった可能性もある。現状では保留したい。
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B 磨製石器の型式について

SDOI閑泌からIllI: した石器について、石材を含めた吼式分頚を試みた。

・イjJ位T

Ill煩 ：(i'i;t"i砂沼製の大限品。 弧度の畑い外il'J刃l'-JI 形で．艮さ Iヽ1cm 程炭、糾 6 、 8cm。 ｛糾部は~'JI!でJJ部は(iii

ガ。 ·/'i部は 'J<Jllなもの、 丸いものがあり、招切り技法が用いられる場介がある• ./LIむ坂打のちInf転穿./Lが

多い。 ド條u行氏分類 (1994)のA2咆式に含まれるJl。

(i)類 ：Ji· 'l澤。 細片のため心JIな l.(が多いが、 11,•i,;に薄いものが多い。A2型式の範じと息われる。

(3)類 ：り:'jli/(,が紫色泥沿製。横長の外i:'/JH JI形で、艮さはl5-16t'tn、船は4-6 allo希It.fl部にh,バ'/.があり 、

斯1(1iは紡鎌形に近い。 ））祁は両）Jで、 ',"f部は •1q且なものと尖るものがある。 穿./Llifnl転穿イL 、 または敲tr

の後1111転がイL。 F條分類のA3/tt式に含まれる。

以 (•_f/) 3帷類に分類でさる。Ci)類とQ)類はJ/;J辺に石材が{Hf.せず、よ製品や石器税W.hl:がないことから．製品

が閉人されたと与えられる。②類のJヤ店は、 ：：： l名変J反帯でみられる在地石材であるが-~製品はない。片府は脱

1lりな 6材であり、素材の広域滋通の，廷拠もないので、現状では化地産かfM辺の集侶で~f乍されたものであると杉

えたい．

(j)類は．北部九州の前期に特徴的にみられるrnはTである。fi材の拓地はいまだ心りであり、どこから流通し

たかは根拠が弱いが、未製品のイ｛；在する福1ぶl'I'野か小郡周辺から殿入されたJOf能性がある。これに② lliの/~cl裂

.{,J位「が{£地発として伴う様~,は、 ,j'./IJlli釦沿沿 ー筑後地域にかけて共辿する特徴である。

次に、③類はS001&1濠の上/i1と検llllfuからのIllJ: で｀前期後 'lo —,,,期後半の船で捉えられる。 F條氏 (1994)

によれば.A3J¥'! 式は前JUL"以降、 小jりを中心とする。ただし、 .f.ふ柄地域では v.'t墳1{i庖 r,がl'IUJI免I'以降に人

蚊に流通し、それ以Iiりははとんど見られない。 l州にm玖Aがill人していることと合わせて、 ~}煩 1よ中期後 'Iとに

,Zi'i),';J辺から流通したものである叶能性が砧い。

．伐採斧

(IJJ'!i: ,J, J\'1両 }Ui斧• !'Ptでギillif,形、刃船1よ推定 5-6cmm父。 横断1(JiJf~は桁l'l形でJ以斧!{,lは50-60%0Ii/fl仔

は i'.面,1,心で1111miに囀鰈紺と幼打板を残す。

w類 ： 小閉1•1JJ.fi斧。←月9乱は批定 5 ヽ 6cmで平面台形、 横断面は薄< J』'JI<に近い。 J•/.斧'tiは30-40%.全面が研

窮される。

(:i)類 ：）..;_形蛤})行斧。f)幅は推定7-8叩。1'1-斧玲iは推定で50-60%。下條分類 (1994)A2~'/式に含まれる。

(<J)糾 ：今LIi苑玄武岩関の太形蛤JJfi斧。1勺frif,形でJJ屈は推；ii7-9cm。,,1斧'l"は60ー70%。 t條分類A3閉式

に含まれる。 全面研忠で~ 基渇側に版打損を残す。

灼ltii:Uがでは、 ①、 ③類がSDOI閑磁11·n,i 、 ② ・ ④類がSDOJJ:;f汝 I:~如から各 1点のみml:した.(])、③、

(1)類は北部九州の他の迅跡でも許出的にみられる閉式である。 R類は片沿閃で、・C)柄の他の遺跡ではほとんどみ

られない。

(I)、@類は、,i,位について杓Plな点が多い。②類は．石屈T(i)類の石材と対応し、(~地発とどえられるが、数

りしl1f1tかである。④は福凶県の今Ill磁跡周辺で製作され、流通したものである。SDOI環泌の,11fl{'! ではIllI・. し

ていないが、はぽ1司時期にあたる柚It.Ii:陵の八ツ並金丸迅fl{,SD6009mi¥!中 1-'~1 や 、 佐釘‘ド野の廿附ヶ 'llil'.l裕Ill

Tみ．．本!.I.¥-+:地1双:s000011..t濠より Ill上している。 前期ヽI•袋以降.l)栖地域や佐f!f野の梨俗に流辿したことが帷

認でさる。
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·tu訊•j) ィi斧

(_I)類：ホルン 7,Lルス製。小型品で長さ10-12cm楳炭。後 i'I面は緩やかに反 り｀扶 りは浅い。令9似的に校が4消II

駆で、鎖は!j~い。横IIJir葡は台形。 ド條分fii(1997)のD咽式に含まれる.,,. 

®類：~...,,灰店製。 1~さは推定15an程度。))';部は＇尖り、扶りは コの字型で1度はl¥lj駆である。横断面は長）ill/,。 F條

分類のCJ!!式に含まれる。

・.¥;Hli'JJfi芹

(i)類： 1'1Cii令形状で、後 1孔籠は総やかに而讃1する。｝）祁は鎖が緩やかだが、何度も研ざ直されたためだと思われ

る。 横斯1Hi形は1*方形で、 fl~.~~には剥隣が残イ＇：する。 ド條分類 (1999)のHI-2類に含まれる,,

両名のいずれの型式も 1府員l 後半～ ヽl•Iり1前半に北部九州に分布する）り式である。 SDOI閑泌の•1-• ~>', と l:~v, から111

(・. しており、はlf1iiflり1後半～り消HJJ頃のt科とみてよい。

以 I:.、JfHさ行｝店の刃式分類を行った。 I・.記の石路類は、限,¥:的には北部）し州域における，政期の様-fflと邸い}!i似

性をもつようであり、北部九州の文化It':!として捉えられる。ただし、各岱種の?"i材の割介から、 lY.JJリIにおける小

地域性を抽Illしうる。以下に、小地J戌性抽出のための課題を挙げる。

諜俎 I: fi庖 j°(/)搬人什材 m沿竹砂府、ヽ:i:沿痢赤紫色泥府）、(£地石材の比半

諜題2:jilj;l}./-j斧の④煩 （今LL1,脊玄武柑製） とその他の石斧のlt玲i

課姐3: H刃 6斧類の附灰府、ホルンフ ェルス製とそれ以外のli材の比序：

ff{濱砂，；澤石J伍r.今ill殺太形蛤JJ(i斧、培灰宕穀｝げJ./i斧は北部九州 ・Iりに分布してお り．石器の人・文化

隕を形づくる要ぷとなっている。これらと、他の.f:i材から作られた窮製石器のJt'-f-1を小地絨ことに検討しJt較す

ることで、細かな地城性が抽Illでさる可能忙がある。

このうら、やilt遺跡の{-j器で検討できるのは、 課俎 1 であり、他地域の遺跡と比較を試みたい。 SDOJJ.;t濠 •I•

ド!MIiilll)fi祉 rは、 5点,,,3 点がi:i岩買砂岩製、 2 点が片冶製で、 i冷彰遁 Rは~ml:である。1司じ.Clt,i地

牧の八d~金丸遺跡では、 9奮実にli礼JVJ後 ·1, 、 ヽI•期M頭に比定される12点のうち、 J・伐濱砂'i,lが10!.'!.、2点がJ,-'ifで

ある。2遺跡でJt弁qこ差はあるが、少なくともい柄地域では、貞岩質砂店が主で、片岩が従、赤紫色jJも府はみら

れないと.rえる。次1こ、佐tiギ野の占!l'fヶ.'ll遺跡では、 .a粉w砂むと片岩のJt坪（は八ツ並金丸遺跳と類似するが、

立府光石版「が流通するl!:で料なる。 ,1ヽ郡には故J~IIこヽ・（茫濱U·i庖Tが流通しており、・り時の流辿経路に関係する

可能性がある。また、筑後市の'iii/り長ITJ沼弥り・では、片沿と貞岩n砂府のJt'tlが逆転し、6割が片宕製である。

このように、石材の渭合によって各地で小地域性を抽出することができる。特に、片沿焚ィiJ位rQ'J'/N介は、 rrn

質砂沿 l'-IJJヤ、製品のどちらであるか,f,明）、立む産石庖 j・の搬入 litの多t~や、 J'r沿殺地との距離と術楼1こ1関係

する 11f能性があり、非常に重要である。今後、沼跡数を増やして緻密な検討を行う必妥がある。

表6 前期後半～中期初頭における石庖Tの石材

地域 迅跡名 fflt'l'f砂沿 片沿 iL沿殺赤紫色泥沿 その他 総 数

怜津遺跡 3 2 

゜゜
5 

“栖 八ツ並令丸;n跡 10 2 

゜゜
12 

佐竹 占野ヶ里遺跨SDOOOI 13 I 3 

゜
19 

筑後 索JIIWII遣跳HIS年J虻報告分 3 6 

゜
I JO 

m1r 菜畑 7~'1 U"l 7 

゜ ゜゜
7 
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C 打製石器の諸問題

H製{j器は、 [ft製石器1こ較ぺ多数Ill上した。石材の選択、製作技法について検討を1iぅ。

. fitオの使い分けについて

出+.した打製石器は、 スク レ イバーと f•l!/11痕のある刺n- (UI')、ぶ翌剥片 (RF)、楔形{i路であり. Ii鏃は出

tしていない。tflI: した器｛噸は｀腰岳廊1.¥1如:;と多クl~または三 Ll 月 町殺の安Ill,~(通称サメカイト ） を 6材と

してIll いている。 以下に•l' 'f'~りからII吐した打製石器のl'i材の；りJ合を器種ことにぷす。

入クレイパー ： 5点 全て安Ill沿

使）111/iのある刺J,・:14点 黙l~H,10点安山沿4}位

根形6器 ： l点 安111',}

,,Ill烈ft!IJ¥・ : 2点 全て安Iii笞

.(j核 ： 13点忠l~Uill点安l ll'ci2 点

このようにスク レ イバーには安u」沿がIll いられ、 使Ill艇のある~II)ヤは . :~\n,: 石が中心にfllいられるという石

材の選択がみられる。 また、使!II痕のあふ絹片と：!.¥耀石の'Ii核の数丞の多さは、対応9関係にあり。使い括てるIll

途で大れに製作されたと与えられる。

・焚作技法について

打焚ィi器のうら、 !,l.',B/れ iは縦u~舅）ヤが主流である。 安 11 1沿は縦！む-,J.4)ヤ、横l~~IJ/',· . I : Iの-,Ill)',・と多様な積類

がある。 そして 、 大半はm葡に 2 柑頌の~J帷をもつ。

(I)縦/ilnJの剥躍をもつもの （刻周給から剥離が施されるもの

次に、 イ1核をみると、逍離の方法によ って3偵類が存{£する。

ァ ：作業1f1iを人れ枠えずに1狙l緑に打1l1iを転移ながらff危を加えるもの

ィ ：tr,r, 浪~転移せず、作業1fiiを人れ行えるもの

ゥ ：Hcfii・ 作菜面を人れけえながら打撃を加えるもの

(I)はイに対応し 、(Z)はアとウに対応する。!A¥B/a!石の石核はア ，イ・ウがあり．安IIJ岩の石核ではイ・ウが存在

する。割り取られた,ill))ヤのうら、スクレイバーは押IE技法で刃部が作 I)出される。刃部の部位と、形状は多様で

あり ．刺）ヤの形状によ ってff:意1こ整形されたと考えられる。

これら3つの浪IJ)',・の割り取り方法は、 1鉛呂f,t氏の十郎Jll-t.lii1'と対応するものであり、縄文時代晩JU]から弥生時

代前期まで粧絣するようである （橘1987)"''。ただしかなりランダムな要ぶが強く、あまり製作技法にとらわ

れず製作され、 使い捨てられたとどえるぺさであろう 。 このような打~Ui器の製作の様柑は、 五界濯沿／；培tやイi

191i葎沿 1ド部でも l•I様に骰告されており、弥生時代1前期段 l粁には北部九州ー1りに広がっていた可能性がはjい （は

198i、ll'.」i2006"''.7k 1'/200が＂＇）。

D まとめ

. i i器絹1成は、 Hiを利お 、 特に (fllUJiのある~JJヤの園合がi吋い。 狩猟n ・ 武岱の,i,で,J,Jl'!Iり閉が多数みられる

-,rrn.r, 器のIり式は 、 前JVIの北祁九州地域1日に一般的にみられる様什lである。 I i材で 、 J1'/.;1t砂t冷？ィil~T.

む(i咲{i庖r、今llli沢太Jf錢蛤刃Ii斧. 1(-l灰 'It ・ ホルンフェ ルス禎片刃6斧とその他の在地i'M~製石器O).lt'ぷ

を小地域ごとに比校する必災がある。
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. ~J製バ岱は、スクレイパーなどの大型品に安il l岩がIllいられ、小型の使JIHii涅I Jrには.?.\曜石がJI] いられる。

製作は 1·~11川技法の延長」：で、北部九州 -P:Jに広がる可能性がある。
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幸津遺籾全景（上空から）
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PL3 

SDOI環濠全~(北西から）
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S001環澄土11'1B断面（南東から）

SH07竪穴住居跡全凩（北東から）
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Pl5 

SHOO・05竪穴住居跡全屎（東から）

SXll~l5土坑（東から）
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PL6 

SH08竪穴住居跨全景（北東から）

SXl2土坑北箆（南から）

SXl3土坑半裁状況（南束から）
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PL7 

SX02土器埋納土坑（北から）
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SX03土坑土器埋納土坑

SX04土器埋納土坑（北東から）
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SDOI環湿出土土器①
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